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本ユーティリティの操作で守らなければならない事柄や、と〈に注意をすべき点を示します。 
本ユーティリティを操作する上で確認をしてわ〈必要がある点を示します。 

知ってわ〈と役に立つ情報や、便利なことなどを示します。 


はじめに 


本書は、 RAID システム管理ユーティリティ 「Universal RAID Utility 」 について説明します。 

Universal RAID Utility 、 わよび、本書で使用する用語については、「付録 A :用語一覧」を参照して〈ださい。 
Universal RAID Utility を使用するには、管理する RAID システムや、 RAID システムを実装する〕ンピュータのマニュアル 
もよ〈わ言売み〈ださい。 

なわ、本書の内容は、 Windows の機能や操作方法について十分に理解されている方を対象に記載してしけす。 
Windows に関する操作方法や不明点については、 Windows のオンラインヘルプやマニュアルを参照して〈ださい。 


本文中の記号について 


本書では、 lil 下の3種類の記号を使用してしけす。これらの記号と意味を理解していただき、本ユーティリティを正し〈使 
用して〈ださい。 


記号 説明 


盧當忘 
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概要 


Universal RAID Utility の概要について説明します。 


Universal RAID Utility とは 


Universal RAID Utility は、コンピュータの RAID システムを管理するユーティリティです。 

Universal RAID Utility は、下のような特徴を持ちます。 

1. さまざまな RAID システムを1つのユーティリティで管理 

これまでは、 RAID システムの管理ユーティリティは、システムごとに異なる管理ユーティリティを使用してしけした。 
Universal RAID Utility は、 1 つの管理ユーティリティで複数の RAID システムを管理できます。管理できる 
RAID システムについては、本体装置や RAID システムのマニュアルなどを参照して〈ださい。 

2, スタンダードモードとアドバンストモード 

Universal RAID Utility には、スタンダードモードとアドバンストモードの 2 つの動作モードがあります。 

スタンダードモードは、基本的な RAID システムの管理機能を提供する動作モードです。 

アドバンストモードは、高度な RAID システムの管理機能や、メンテナンス機能を提供する動作モードです。 
使用者や作業内容に合わせて2つの動作モードを使い分けることにより、使い勝手が向上し、誤操作を防ぐこ 
とができます。 

3- RAID システムを簡単に構築 

Universal RAID Utility を使用すれば、 RAID システムについて豊富な知識を持っていなくても簡単に RAID シ 
ステムを構築できます。 

Universal RAID Utility のガイドに従って選択項目を 2 つ選択するだけで論理ドライブを作成できる「シンプル 
な論理ドライブ作成機能」や、未使用の物理デバイスの用途を決めるだけで RAID システムを構築できる「イー 
ジ ーコンフィヴ‘レー シ ヨン」 といった機能を提供します。 

4- RAID システムの構築、運用、保守に必要な一般的な機能をサポート 

RAID システムの構築のための一般的な機能(論理ドライブの作成、ホットスペアの作成など)や、運用のための 
-般的な機能(ログの記録、パ阳ールリード、整合性チェックなど)、保守に必要な一般的な機能(リビルド、 
実装位置の表示機能など)をサポートしています。 

5- RAID システムの障害監視機能 

Universal RAID Utility は、 RAID システムで発生した障害を様々な機能で検出できます。 

Universal RAID Utility の GUI である RAID ビューアは、 RAID システムの構成と状態をツリーやアイコンでわか 
りやす〈表示します。 また、 RAID システムで発生した障害は専用のログだけでなく、 OS のログ(イベン阳グ)へも 
登録します。さらに、 Express シリーズ標準添付の ESMPRO/ServerManager ヘアラートを送信することもでき 
ます。 
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Universal RAID Utility 


コンピュ ータ 


m 




RAID システム 


図 1 Universal RAID Utility の構成 


Universal RAID Utility の構成 

Universal RAID Utility は、下のモジユールで構成してし、ます。 

• raidsrv サービス 

コンピユータで常時稼動し、 RAID システムを管理するサービスです。 RAID ビユーアや raidcmd からの他理要求 
に対して RAID システムの情報を提供したり、 RAID システムに対してオペレーシヨンを実行したりします。また、 
RAID システムで発生するイベントを管理し、 RAID ビユーアへ通知したり、各種ログに登録したりします。 

• RAID ビユーア 

RAID システムの構成や状態をグラフイカルに表示したり、コンフイグレーシヨンやオペレーシヨンを行う Windows 7 
プリケーシヨンです。 

• ロヴ I ビユ ーア 

RAID システムで発生したイベントを登録する RAID ログを参照する Windows アプリケーシヨンです。 

• raidcmd 

整合性チェック機能のスケジュール実行に使用する〕マンドです。 
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Universal RAID Utility のセットアップ 


Universal RAID Utility のインストール、アンインストールについて説明します。 

動作環境 

Universal RAID Utility は、レ: I 下の環境で動作します。 


本体装置 

Universal RAID Utility の管理対象 RAID システムを実装できる本体装置 

管理対象 RAID システム 

RAID システムを実装する本体装置や、 Universal RAID Utility を添付している RAID コン阳ーラに添付のド 
キュ;^ントを参照してください。 

オペレーティングシステム 

じ I 下のオペレーティングシステムで動作します。 

Windows 2000 外は、 32bit と 64bit どちらの環境でも動作します。 

■ Windows Server 2003 R2 SPl 降 

■ Windows Server 2003 SPl 降 

■ Windows 2000 Service Pack 4 

■ Windows Vista 

■ Windows XP Professional SP2 

Microsoft .NET Framework 

Universal RAID Utility を 使用するには、 Microsoft .NET Framework Version 2.0 上が 必要です。 

コンピュータのオペレーティングシステムがじ I 下の場合 、 Microsoft .NET Framework Version 2.0 をインストー 
ルします。 

■ Windows Server 2003 R2 SP2 降 

■ Windows Server 2003 SP2 降 

■ Windows 2000 SP4 

■ Windows XP Professional SP2 

Microsoft .NET Framework Version 2.0 1^>1 上のインストールについては、「インストールの準備： 

Microsoft .NET Framework 」 を参照して〈ださし、。 


9 











Microsoft Visual C ++ ライブラリのランタイムコンポーネント 

Universal RAID Utility を使用するには 、 Microsoft Visual C ++ ライブラリのランタイム〕ンポーネントが必要で 
す。 

Microsoft Visual C ++ ライブラリのランタイムコンポーネントのインストールについては、「インストールの準備： 
Microsoft Visual C ++ ライブラリのランタイムコンポーネント」を参照してください。 

セーフモード 

Universal RAID Utility は、ネットワーク機能を使用します。そのため、レ: I 下のネットワーク機能が動作しない t 
-フモードでは使用できません。 

■ t ーフ モード 

■ t ーフモードとコマンドプロンプト 

■ t ーフモードとネットワーク 

TCP ポ-=卜 

Universal RAID Utility は、じ I 下の2つの TCP ポートを使用します。 


Universal RAID Utility の使用する TCP ポート 


52805、52806 

Universal RAID Utility が使用する TCP ポートを変更する場合は 、 「Universal RAID Utility が使用する TCP ポ 
-卜を変更する」を参照してください。 
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セットアッププログラム 

Universal RAID Utility のインストールとアンインストールは 、 Universal RAID Utility の t ットアッププログラムで行いま 
す。 

t ットアッププログラムは 、 Universal RAID Utility のインストールイメージに含まれてし、ます。インストール、アンインストー 
ル作業を行う前に、 インストールイメージを用意して〈ださい。 

P ; Universal RAID Utility のインストールイ;ジは、本体装置や RAID 〕 ントローラの添付品に格納さ 

Ietl れています。 

t ットアッププログラムは、 RAID システムを使用する〕ンピュータに Universal RAID Utility が存在するかどうかを調査し 
ます。 t ットアッププログラムは、調査結果により]下のように他理します。 


起動 


V 



Universal RAID Utility 


Universal RAID Utility 

Verl.O 


Verl.O 

インストール 


アンインストール 


図2 t ツトアッププログラムの処理 
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インストール _ 

Universal RAID Utility のインストール手順を説明します。 


インストールの準備 ： Microsoft -NET Framework 


Universal RAID Utility は、 Microsoft .NET Framework Version 2.0 上を使用します。インストールする〕ン 
ピユータに Microsoft .NET Framework Version 2.0 じ I 上が存在しなければインストールします。 

手順1[スタート]ボタン、ロントロールパネル]の順にクリックし、ロログラムの追加と削除]をダブルクリックし 
ます。 


手順2 [プログラムの変更と 
削除]をクリックし、隅在イン 
ストールされているプ□グラム] 
の一覧を表示します。隅在 
インストールされているプログラ 
ム]の一覧に、じ I 下のプログラ 
ムが存在すれば、 

Microsoft .NET Framework 
のインストールは不要です。両 
方、もし〈は、どちらか一方が 
存在しなければ、存在しない 
パッケージをインストールします。 



■ [Microsoft .NET Framework 2.0] ( x 64 の場合 [Microsoft .NET Framework 2.0 ( x 64)]) 

■ [Microsoft .NET Framework 2.0 日本語 Language Pack ] ( x 64 の場合 [Microsoft .NET 
Framework 2.0 日本語 Language Pack ( x 64)]) 


手順 3 Microsoft .NET Framework Version 2.0 は、 CPU アーキテクチヤにより使用するパッケージが異なりま 
す。下表を参照し、必要なパッケージをダウンロードし、インストールします。 


CPU アーキテクチャ 

必要なコンポーネントと入手先 

x86 

[Microsoft .NET Framework Version 2.0 再頒布可能パッケージ (x86)] 

httD ： //www.nnicrosoft.conn/downloads/details.asDx?FannilvID=0856EACB-4362-4B0 

D-8EDD-AAB15C5E04F58idisDlavlana=ia 

x64 

[Microsoft .NET Framework Version 2.0 日本語 Language Pack (x86)] 

httD ： //www.nnicrosoft.com/downloads/details.asDx?fannilvid=39C8B63B-F64B-4B68 

-A774-B64ED0C32AE7&disDlavlana=ia 

[Microsoft .NET Framework Version 2.0 巧頒布可能パッケージ (x64)] 

httD://www.microsoft.com/downloads/details.asDx?familvid=b44a0000-acf8-4ral-a 

ffb-40e78d788b00&disDlavlana=ia 


[Microsoft .NET Framework Version 2.0 日本語 Language Pack (x64)] 

httD://www.microsoft.com/downloads/details.asDx?familvid=92e0elce-8693-4480- 

84fa-7d85eef 590168 cdisplaylana=ia 
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インストールの準備 ： Microsoft Visual C++ ライブラリのランタイム〕 
ン ポー ネント 


Universal RAID Utility は、 Microsoft Visual C ++ 2005 SPl ライブラリのランタイムコンポーネントを使用します。 
インストールする〕ンピュータに Microsoft Visual C ++ 2005 SPl ライブラリのランタイムコンポーネントが存在しなけ 
ればインストールします。 


手順1[スタート]ボタン、[コントロールパネル]の順にクリックし、ロログラムの追加と削除]をダブルクリックし 
ます。 


手順2 [プログラムの変更と 
削除]をクリックし、隅在イン 
ストールされているプ□グラム] 

の一覧を表示します。[現在イ 
ンストールされているプログラ 
ム]の一覧に、 

じ I 下のプログラムが存在すれ 
ば、 Microsoft Visual C ++ 
2005 SPl ライブラリのランタイ 
ムコンポーネントのインストール 
は不要です。存在しなければ、 
Microsoft Visual C ++ 2005 
SPl ライブラリのランタイムコン 
ポーネントをインストールします。 



■ [Microsoft Visual C ++ 2005 Redistributable ] 

手順3 Microsoft Visual C ++ 2005 SPl ライブラリのランタイム〕ンポーネントは、下表を参照し、必要なパッ 
ケージをダウンロードし、インストールします。 


CPU アーキテクチ ^ 必要なコンポーネントと入手先 


X86/X64 [Microsoft Visual C++ 2005 SPl 再頒布可能パッケージ (x86)] 

h は D://www.mic 「 osoft.com/downloads/details.aspx?FamilvID=200b2 付 9-aela-4al4-9 

84d-389c36f 85647 &displavlanQ=ia 

CPU アーキテクチ W こ関わらず、 （ x86) を使用します。 


13 

















Universal RAID Utility のインストール手順 

必要なコンポーネントの確認、インストールが完了したら、 Universal RAID Utility をインストールします。 


手順1インストールを行うコンピュータに、管理者権限を持つユーザでログオンします。 

I —O インストールは管理者権限を持つユーザで行います。管理者権限を持つユーザでなければ、 
厂に3 かツトアッププログラムを実行できません。 


手順2 ロタート]ボタン、ロァイル名を指定して実行]の順にクリックします。[名前]ボックスに、 Universal 
RAID Utility のインストールイメージに含まれている setup.exe を入力し、 [0K] をクリックします。 


手順3 〕 ンピュ ータに Universal 

RAID Utility が存在しないとき、 
t ットアッププログラムは Universal 
RAID Utility を新規インストールし 
ます。新規インストールを開始する 
と、 Universal RAID Utility の 
InstallShield Wizard が起動しま 
す。[次へ]をクリックします。 


手順4 Universal RAID Utility 
は、既定値ではオペレーティングシ 
ステムを起動しているドライブの 
VProgram FilesVUniversal 
RAID Utility(x64 の場合は、 
Program Files (x86)) にインスト 
ールします。インストール先フオルタ' 
を変更するときは、陵到をクリッ 
クしてインストル先フオルダを入 
力します。 

[次へ]をクリックすると、インストー 
ルを開始します。 
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手順 5 インストールが完了すると、 
ウィザードの表示が右のようになり 
ます。[完了]をクリックします。 


n-O イベントログ[システム]のにグサイズが最大値に達したときの操作]の設定を確認してく 
IZQ ださい。[必要に応じてイペントを上書きする]に設定していないと、イペン阳グの□グサイブ 
が最大値に達したとき 、 Universal RAID Utility が検出したイペントを Windows のイぺ 
ントログに登録したり、 ESMPRO / ServerManager ヘアラートを通報できな〈なります。 
[ログサイブが最大値に達したときの操作]には、[[必要に応じてイペントを上書きする]を 
設定して〈ださい。 



15 
















アンインストール 


Universal RAID Utility のアンインストル手順を説明します。 


Universal RAID Utility のアンインストール手順 


手順1アンインストールを行うコンピュータに、管理者権限を持つユーザでログオンします。 

«-〇|アンインストールは管理者権限を持つユーザで巧います。管理者権限を持つユーザでなけれ 
rT 3 ば、セツトアッププ□グラムを実行できません。 


手順2 RAID ビューア、ログむーア、 raidcmd を使用している場合は終了します。 


手順3 ロタート]ボタン、ロァイル名を指定して実行]の順にクリックします。[名前ボックスに、 Universal 
RAID Utility のインストールイメージに含まれている setup.exe を入力し、 [0K] をクリックします。 

手順4 コンピュータに Universal RAID Utility の同じバー 
ジョンが存在するとき、 t ットアッププログラムは Universal 
RAID Utility をアンインストールします。 Universal RAID 
Utility の InstallShield Wizard が起動します。下のダイアロ 
グボックスで[はい]をクリックすると、アンインストールを開始します。[いいえ]をクリックすると、 t ツトアッププログラ 
ムを終了します。 


手順5アンインストールが完了す 
ると、ウィザードの表示が右のように 
なります。[完了]をクリックします。 
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Universal RAID Utility の起動と停止 


Universal RAID Utility の各モジュールごとに起動と停止の方法を説明します。 

raidsrv サー ビス 


raidsrv サービスは、コンピュータを起動すると自動的に起動し、コンピュータをシャットダウンすると自動的に停止します。 
raidsrv サービスが動作していないと Universal RAID Utility は正常に動作しません。 raidsrv サービスのプロパティで「ス 
夕ートアップの種類」を変更したり、 raidsrv サービスを停止したりしなし、で〈ださい。 


RAID ピユーア 


RAID ビューアを開〈には、[スタート]メニューを使用します。 

[スタート]ボタンをクリックし、[すべ 
てのプログラム]、 [Universal RAID 
Utility] の順にポイントし、 [RAID ビ 
ユーア]をクリックします。 



irO • raid ピューアを使用するには、管理者権限を持つユーザでログオンします。管理者権限を持つ 
nn ユーザでなければ、 RAID ビューアを実行できません。 

• インターネットに接続していなしロンピュータで RAID ピューアを起動すると 、 RAID ビューアが起動 
するまでに数十砂〜数分の時間を要することがあります。詳細は 、 「RAID ビューア、ログピューア 
起動時のデジタル署名の確認について」を参照して〈ださい。 

ゾ • RAID ビューアは、同時に 1 つしか起動できません。 

• RAID ビューアは raidsrv サービスが動作していないと起動できません。オペレーテイングシステムを 
起動した直後は、 raidsrv サービスの起動が完了していないため RAID ビューアを起動するとエラー 
となることがあります。 このときは、しばら〈してから RAID ビューアを起動しなわして〈ださい。 


RAID ビユーアを 閉じる には、 RAID ビユーアの [ ファイル]ニユーで 
[ 終了]を クリックします。 
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ログピユ-ア 


ロヴ I ビューアを開〈には、[スタート]メニューを使用します。 


[スタート]ボタンをクリックし、[すべ 
てのプログラム ]、 [Universal RAID 
Utility ] の順にポイントし、[ログビュ 
ーア]をクリックします。 


喧 1 スウ-トアップ 
.ぶ Internet Explorer 

L^jj Out look し xptess 

幡 FWD ピユ 

@ 邮 村 jj 13 如 wJi 



阵ス トト 


もし〈は、 RAID ビューアの[ツール]ニューで 
[ロヴ I ビューア]をクリックします。 


ザ Universal RAID Utility - RAIDE ユーア 


7ァイル旧巧巧に）_ 

曰お ISBGSBSEi 

白 • み RAID システム 
i 固 RAID 工 / 


ツールの 

■^ルプ[山 

イ-ジ - ィヴレーンヨ^ [日" • 

: m 

□ヴピュ-ア 山 灯 「 I+L 

了 

:^か/巧ードト川… 



frO • ログピューアを使用するには、管理者権限を持つユーザでログオンします。管理者権限を持つユー 
IZQ ザでなければ、ログビューアを実行できません。 

• インターネットに接続していなしロンピュータでログピューアを起動すると、ログビューアが起動するま 
でに数十秒〜数分の時間を要することがあります。詳細は、 「 RAID ビューア、ログビューア起動 
時のデジタル署名の確認について」を参照して〈ださい。 

ログビューアは、同時に1つしか起動できません。 

HSgl 


ログむ-アを閉じるには、ログむ-アの[ファイル]ニュ-で[終了] 
をクリックします。 


1 が Universal RAID Utility - □ ヴ E ューァ 


7アイル旧 AJ け山） 



展串斤の情卽に是:巧 〔E) F 己 


K 

が■了 [幻 At+R 

ilMla 

[1 J 1 甘羊 IH ^ U U / r UO / U L> 丄 

：IU 

.づ 


巧は * C TnmVnoVnc 1 つ -joni つ 
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RAID ビユーアの機能 


RAID ビユーアの機能について説明します。 

RAID ビユーアの構成 


RAID ビューア は、ツリ ービュー、 オペ レーシヨンビュー、；^ュー、ステータスバーの4つのパー トで構成します。 



図3 RAID ピュ-アの構成 


ツリービュー 


ツリービユーは、コンピユータに存在する Universal RAID Utility が管理する RAID システムの構成を階層構造で表示 
します。また、各コンポーネントの種類や状態をアイコンで表示します。 


ツリービューは、コンピュータに存在する RAID システムを 1 つのツリー 
として表示します。 

各 RAID システムには、 1 つ下の階層に RAID システムを構成する 
コンポーネントのツリーがあります。 RAID システムを構成するコンポ 
ーネントには、 RAID コントローラ、論理ドライブ、物理デバイスの 3 
種類があります。1つのツリーは、コンポーネントのどれか1種類が1 
個存在することを意味します。 

すべてのツリーには、アイコンがあります。アイコンは、コンピュータや 
RAID システム、 RAID 〕ントローラ、論理ドライブ、物理デバイスの 
〕ンポーネントの種類と、その状態をグラフィカルに表現します。 


ザ Universal RAID Utility - RAIDE ユー 7 


7 了イル旧巧巧に ] ツ-ル田 
日拓 Computer 

白-み RAID システム存1 二 

! • 極 RAID 工/卜□ーラ#1 _ 

1 ----- y 論巧ドライプ存1 
I■■■■%物巧デパイス#1〔日） 

1 ■he 物巧デパイスが山 
1 ■HiJ 物巧デパイス m2] 

I ■J-* 物巧デバイスお4口） 

一 物巧デパイス苗己け） 

物巧デパイス # 日〔己） 
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コンピュータツリー 


コンピュータツリーは 、 Universal RAID Utility が動作している〕ンピュータを示します。 
コンピュータアイコンは、コンピュータに存在する RAID システムの状態を表示します。 


アイコン 


意味 


説明 



コンピュータ-正常 コンピュータのすベての RAID システムが正常に稼動してしけす。 

RAID 〕ントローラが故障と認識する問題は発生してしなせん。 



コンピュータ-警告 コンピュータにじ I 下の状態の RAID システムがあります。 

「故障コンポーネントが存在するが運用可能」 


赔 


コンピュータ-異常 コンピュータにじ I 下の状態の RAID システムがあります。 

「故障コンポーネントが存在し運用不可能」 


RAID システムツリー 


RAID システムツリーは、 RAID コントローラと、その RAID コントローラに作成した論理ドライブ、接続している物理デ 
バイスの集合を示します。 

RAID システムアイコンは、その RAID システムの状態を表示します。 


アイ]ン 

意味 

説明 

醫 

RAID システム-正常 

RAID システムの RAID コントローラ、論理ドライブ、物理デバイスが 
正常に稼動してし、ます。 RAID コントローラが故障と認識する問題 
は発生してしけせん。 

醫 

RAID システム-警告 

RAID システムにじ1下の状態のコンポーネントがあります。 

[ステータス]が[警告]の RAID コントローラ 

[ステータス]が[縮退]の論理ドライブ 

[ステータス]が[故障]、もし〈は、[警告]の物理デバイス 


籍 

RAID システム-異常 

RAID システムにじ1下の状態のコンポーネントがあります。 

[ステータス]が[オフライン]の論理ドライブ 


RAID コントローラツリー 


RAID コントローラッリーは、 RAID コントローラを示します。 

RAID コントローラアイコンは、その RAID コントローラに搭載するバツテリの状態を表示します。 


アイコン 

意味 

説明 

起） 

RAID コントローラ-正常 

RAID コントローラに搭載するバッテリは正常に稼動しています。 
RAID コントローラが故障と認識する問題は発生してしなせん。 

転 J 

RAID コントローラ-警告 

RAID コントローラに搭載するバッテリのステータスが[警告]です。 


RAID コントローラッリーを右クリックすると、 RAID コントロ 
—ラのシヨートカット^ニユーを表示します。シヨートカット 
ニユーでは、 RAID コントローラのプロパティ表示、わよび、 
[操作]ニユーの RAID コントローラに関する機肯层を実 
行できます。 

それぞれの機能の詳細は、「[操们にュ -」、 「RAID 
コン阳ーラのプロパティを参照する」を参照して〈ださい。 


Computer 

立 -% RLAID システム冉 1 


0 1■亭止祖] 



■パ 1,-^1 


y 論理ドライプの巧成〔白 ► 

巧- f 亭止固 
ブ□バティほ)… 


%物理う f n A げこ■しこ j 
物巧 ^ JWi せ北 ： n 
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論理ドライブツリー 


物理デバイス-レデイ 


論理ドライフを作成していない物理デバイスです。 


物理デバイス-オンライン 


論理ドライブを作成している物理デバイスです。 RAID コントローラ 
が故障と認識する問題は発生してしけせん。 


物理デバイス-ホットスペアホットスペアとして登録した物理デバイスです。 


物理デバイス-警告 


物理デバイスで S . M . A . R . T . エラーを 検出しました。 


物理デバイス-異常 [ステータス]が[オンライン]の物理デバイスを RAID コントローラ 
が故障と認識しました。 


論理ドライフツリ-は、論理ドライフを示します。 

論理ドライブアイコンは、その論理ドライブの状態を表示します。 


アイコン 

意味 

説明 

因 

論理ドライブ-正常 

論理ドライブは正常に稼動してしなす。 

広 

論理ドライブ-警告 

論理ドライブに[ステータス]が[故障]の物理デバイスがあるため、 
論理ドライブの冗長性が失われているか、低下しています。 

y 

論理ドライブ-異常 

論理ドライブに[ステータス]が[故障]の物理デバイスがあるため、 
論理ドライブが停止し、アクセスもできません。 


論理ドライブツリーを右クリックすると、論理ドライブのシヨ 
-トカットューを表示します。シヨートカット; e ューで 
は、論理ドライブのプロパティ表示、わよび、嗎们に 
ューの論理ドライブに関する機能を実行できます。 
それぞれの機能の詳細は、「[操们にュー」、「論理ド 
ライブのプロパティを参照する」を参照して〈ださい。 


111 Computer 

白 -. RAID システム #1 

• 垣 RAIDID 卜 □ ーラが 1 


物取 
物取 
hiJ 物取 
^物取 
-物取_ 


0 f 亭止{日] 

オバレーシヨシ 

U ドルド 


堅合性チ I ッウに） 

巧期化〔 I ) 

論里ドライブの肖 IJ 蹄凹 
プ□パティ化)… 


伯 


物理デバイスッリー 


物理デバイスツリーは、物理デバイスを示します。 

物理デバイスアイ〕ソま、その物理デバイスの状態を表示します。 


^ % ^ ^ 
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物理デバイスツリーを右クリックすると、物理デバイスのシ 
ヨートカット^ニューを表示します。シヨートカット^ニュー 
では、物理デバイスのプロパティ表示、わよび、嗎作] 
ューの物理デバイスに関する機能を実行できます 
(右の図は、アドバンストモードで RAID ビューアを実行し 
ているとき、ステータスが[オンライン]の物理デバイスの 
シヨートカット：ニューを開いた仿リです)。 

それぞれの機能の詳細は、「[操们にュー」、「物理 
デバイスのプロパティを参照する」を参照して〈ださい。 


を Computer 
もみ RAID システム 別 

..固 RAID 工/卜□ーラ# 1 
論巧ドライプ冉 1 


hiJ 物坚 
物坚 
^物坚 
-物坚 
- 物坚 




b® 


〇巧止但] 


寸パレーシヨ:/ 


リピルド 
裝合性チ:[ッウ 


リピルドほ] 

ホットスパア【山 
な利むライシ姐） 

な利わライ MS 
実■立置表示〔ラ >プ)止:) 
ブ□パティほ)... 
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す。 


リピルド 
裝合 I をチ I ッウ 
リピルド 

甘 n ' レ 


RAID エ4 □-ラ# 1 物巧デバイスが 
RAID エモトローラが i 能里ドライプ# 1 
RAID 工4 □-ラ 別 物巧デバイスが 


=互：1田じ三_/づ 


また、実行中の- H/vOI ‘一ぐけ、，,+ 
途中で停止で 
ヨンを停止する 
ペレーシヨンを C 
をクリックします 


盧 


リピルド RAID 工/卜□-ラ#1物巧デバイス#3 

堅合化チ1ッウ RAIDID 卜□ーラ#1論巧ドライプち1 

リピルド RAID 工/卜□ーラ#1物巧デバイス枯3 

巧期化 RAID 工/卜□ーラ#1 i 能里ドライプ存1 


ドライプ#1 実行中 


巧期化 RAIDHV 卜□ーラ#1 


図4オヘレーシヨンヒュ ー 


オペレーシヨンビユーに表示するオペレーシヨンの種類はじ I 下のとわりです。それぞれのオペレーシヨンごとに、対象〕ンポー 
ネントと、状態を表示します。 

• 初期化 

• リビルド 

• 整合性チェック 

表示するオペレーシヨンは 、 RAID ビユーアを起動時に実行中のオペレーシヨン 、 RAID ビユーアを起動後に開始したオペ 
レーシヨンです。 

実行中のオペレーシヨソよ、[状態]に读行中 (/ V %)] とし、うように進抄度を表示します。終了したオペレーシヨソよ、そ 
の結果によって[状態]が[完了]、[失敗]、[停止]と表示します。終了したオペレーシヨンの表示は、 RAID ビユーア 
を終了するまで表示します。次回 RAID ビユーアを起動しても終了したオペレーシヨンはオペレーシヨンビユーに表示しま 
せん。 

RAID ビユーア起動中に動作を 
終了したオペレーシヨンを削除す 
るには、削除するオペレーシヨンを 
クリックし、[削除]をクリックしま 



0 1■亭止脚 I 

X 肖1聯脚1 

1 

1オパレーシヨシ 

巧象 

が態 

1巧期化 


RAID 工4□-ラ#1諭里ドライプ#1 

完了 


きます。オペレーシ 
には、停止する才 
，リックし、[停止] 


リピルド 
巧期化 


〇 巧止脚 

% 刖瞄(の 


1オパレ-ショシ 

1巧象 1 

1が態 

1餐含1性チ I ッウ 


RAIDID 卜 □- ラ#1 i 尉里ドライブ#1 

実巧や 阳％〕 


邮の]：>卜□ーラ冉 1 物理デバイス 宵 3 完了 

化 IDID 卜□-ラ存 1 i 能里ドライプ 別 完了 


停止できるオペ レーシヨ ンは、動作モードにより異なります。詳細は、「スタンダードモードとアドバンスト 
モード」を参照してください。 


才へレーシヨンビュー 

卜ふ一-:;兰 

オペレーシヨンビューは 、 RAID ビューア起動後に〕ンピュータで実行したオペレーシヨンの動作状況、動作結果を表示し 
ます。 



〇 f 亭止脚 X mum 


オパレーシ心 巧象 ^m 




了 了 了下 
売完完売 
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メニユ- 

RAID ビユーアには、 [ ファイル]、 [操作]、[ツー ル]、 [ヘルスの4つのメニユーがあります。 


ftf Universal RAID Utility - RAID む ーア 


7ァイル旧_巧巧に J _ツール[丑_ ■^ルプ[山_ 

曰拓 Computer ^ 巧止(口 

向 . tel RATFV'J] 干八苗 1 --- 


図5 RAID ビューアのメニュー 


それぞれのメニューについて説明します。 

fl -0 • RAID ビューアの動作モードが「スタンダードモード J のときは、スタンダードモードで使用できない機 
m 能はメニューに表示しません。 

• ツトビューで選択してし巧処理対象〕ンポーネントの種類や、処理対象〕ンポーネントのが態に 
より巧象の y ニュー項目を実巧できないときは、メニューをクリックできません。 


[ファイル]メニュ ー 


[ ファイル ] ニュ-には、 RAID ビュ-アの表示情報更新 
や、各〕ンポーネントのプロパティ表示、 RAID ビューアの 
終了といった機能を実行する;^ニューがあります。 


一項目 説明 


[再スキ^ン] RAID システムの情報を raidsrv サービスから取得し、 RAID ビューアの表示情報を更新しま 

す。 

ロロパティ ] ツトビューで選択しているコンポーネント ( RAID コントローラ、論理ドライブ、物理デバイス) 

のプロパティを表示します。 

[終了] RAID ビューアを閉じます。 


■versa I RAID Utility - RAIDE ユーア 


7アイル 旧 巧巧に）ツール (1〕 


ちス扣 >化）航 I + F 日 
ブ□パティ ほ)… 

が ■了な） Alt + F 4 




物巧デバイス 

か!巧 


■ 1 ( 0 ) 
つ m 




オパレーう 
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鴨作]にユ- 


リ ピル ドほ] 

ホットが:刊山 
な制むライ MM 
強制寸7ライ：/让） 

実装1■立置表示(ラ: V プ)止） ► 


巧巧に） ツール { I ) ■^ルプ(山 
U i 能 I ドライプの巧成〔白 I 

プザー巧止怪） 

裝合性チ：[ッウに） 

巧期化〔リ I 

論埋ドライプの肖 I ]陆に） 


[操作]ニューには、 RAID コントローラ、論理ドライフ、 ； 

物理デバイスに対してオペ レーシヨ ンを実行する;^ニュー ! 
があります。嗎们ニュ-の機能を使用するには、先 …レ旧 
にツリービューで該当するコンポーネントをクリックし、嗎 おな m 

作]ニューで実行したい;^ニューを選択します。 回み R 

[操们ニューの機能は、選択しているコンポーネント 1"… I 

の種類や、その〕ンポーネントの状態により、選択できな I "… i 

いときがあります(右の図は、アドバンストモードで RAID ^…ん 

ビューアを実行しているとき、ツリービューで RAID コントロ ム 

ーラをクリックし、[操作]ニューを開いた仿リです)。 ん 

また、 RAID ビューアの動作モードがスタンダー巧ードのと : 

きは、スタンダー巧ードで制限している機能は選択でき | 

ません。動作モードによる使用できる機能の内容は、「 :…ん 

スタンダー巧ードとアドバンストモード」を参照して〈ださ 
し、。 


) 巧止(旦] 

くレ-シヨ:/ 


RAID 〕 ントローラで実行できる機能 


[論理ドライブの作刚 


[ブザー停止] 


選択した RAID コントローラに論理ドライブを作成します。 

[論理ドライブの作刚には、[シンプル]と[カスタ厶]の2つのモードがあります。 
[シンプル]は、 RAID レペルと物理デバイスを選択するだけで簡単に論理ドライブを作 
成できます。 

[カスタム]は、設定を細か〈指定して論理ドライブを作成できます。 

RAID 〕ントローラのブザーを停止します。 


論理ドライブで実行できる機能 


禮合性チェック] 
[初期化] 


[論理ドライブの削除] 


選択した論理ドライブに整合性チェックを実行します。 

選択した論理ドライブに初期化を実行します。 

[初期化]には、[完全]とにイック]の2つのモードがあります。 

[完全]は、論理ドライブの全領域を初期化します。 

[クイック]は、論理ドライブの管理情報が存在する先頭数ブロックのみ初期化しま 
す。 

選択した論理ドライブを削除します。 


物理デパイスで実行できる機能 


[リビルド] 


選択した物理デバイスをリビルドします。 


RAID Utility - RAIDE ューア 


niversa 


f f J 
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，ニュー項目 


説明 


:肖 I 聯 


[ツール]メニュ ー 


[ツール]ニューには、 RAID システムの管理に使用す 
るツールや、 RAID むーアの動作を変更する機能を実 
行する; C ニューがあります。 


ID Utility - RAIDE ユーア 


巧に) 


ツ-ルの ■^ルブ[山 


!r 

システム 
り D]> 
i 巧 ドライ 
け里 デバ- 

け里 デル 「 A かじ ’k 丄 J 
I 巧子パイ]苗.] り 1 


イージ ー ID 7 ィヴレーシヨ!/〔白… 
□ヴピュ-ア山 Ctrl+L 


ス拟巧-ドモード 地） 


すプシヨ:^ 〔 Q )-.- 


[イージーコンフイグレーシヨン] 
[ログビユーア] 

[アドバンストモード]または 
[スタン ダー ドモード] 

[オプション] 


RAID システ厶を簡単に構築するイージーコンフイグレーシヨンを実行します。 
ログビユーアを起動します。 

動作モードを変更します。動作モードにより、メニユーの表記が変化します。 
[アドバンストモード]は、動作モードをアドバンストモードに変更します。 
[スタンダードモード]は、動作モードをスタンダードモードに変更します。 
Universal RAID Utility の設定を変更します。 


[ヘルプ]メニュ • 


[ヘルスニューには、 RAID ビューアのパージョンを表示 
する;^ニューがあります。 


lity - RA 邮ューァ 

ク-ルの 

■^ルプ[山 


む 

] ーラ冉 1 

パージか博卽〔互)." 

1 — - ■ r - 

m(D) 

1オパレーシヨ:/ 

巧象 


[バージョン情報] 


RAID ビューアのパージョンを表示します。 


[ホットスペア] 


[強制オンライン] 
[弓を制オフライン] 
[実装位置表示] 


選択した物理デバイスでホットスペアを作成します。もし〈は、ホットスペアを解除しま 
す。 

[共用ホットスペア作成]は、物理デバイスを同一 RAID システ厶内のすべての論 
理ドライブのホットスペアとして使用できる共用ホットスペアにします。 

博用ホットスペア作胸は、物理デバイスを特定の論理ドライブのホットスペアとし 
て使用できる専用ホットスペアにします。 

[ホットスペア解除]は、物理デバイスをホッにペアから解除します。 

選択した物理デバイスのステータスをオンラインにします。 

選択した物理デバイスのステータスをオフラインにします。 

選択した論理ドライブを実装するスロットのランプを点灯(点滅)します。 

[オン]は、ランプを点灯します。 

[オフ]は、ランプを消灯します。 


難^^柳 


26 














































ステータスパー 

ステータスパーは、 RAID ビューアの動作モードを表示します。 



?、於巧.-ド 

1 



アドバ:/スト 



図6 RAID ビユーアステータスパー 


スタンダードモードとアドバンストモード 


RAID ビューアには、スタンダー巧ードとアドバンストモードの2つの動作モードがあります。 

スタンダー巧ードは、基本的な RAID システムの管理機能を提供する動作モードです。 

アドバンストモードは、高度な RAID システムの管理機能や、メンテナンス機能を提供する動作モードです。 

使用者や作業内容に合わせて2つの動作モードを使い分けることにより、使い勝手が向上し、誤操作を防ぐことができ 
ます。 

それぞれのモードで使用できる RAID むーアの機能は、レ: I 下のようになります。 


機能項目 

スタンダード 

アドバンスト 

再スキ^ン 

ィ 


プロパティ 

ィ 

ィ 

論理ドライブ作成（シンプル） 


ィ 

論理ドライブ作成（カスタム） 


ィ 

ブザー停止 

ィ 

ィ 

整合性チェック（開始） 

ィ 

ィ 

整合性チェック（停止） 

ィ 

ィ 

初期化（開始） 



初期化（停止） 


ィ 

論理ドライブ削除 



リビルド（開始） 


V 

リビルド（停止） 



ホットスペア（作成） 

ィ 

ィ 

ホットスペア懈除） 

ィ 


弓を制オンライン 


ィ 

強制オフライン 


ィ 

実装位置表示 

ィ 

ィ 

イージーコンフィグレーション 

ィ 

ィ 

ログビューア起動 

ィ 

ィ 

動作モード変更 

ィ 

ィ 

バージョン情報の参照 

ィ 

ィ 

オペレーションビューの参照 

ィ 

ィ 

実行済オペレーションの削除 

ィ 


RAID コントローラのオプションパラメータ設定 


ィ 
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機能項目 

スタンダード 

アドバンスト 

論理ドライブのオプションパラメータ設定 


ィ 

上記レ:>1外の機能 

ィ 

ィ 


RAID ビューアを起動したときはスタンダードモードで動作します （ RAID ビューアを起動したときの動作モードの変更に 
ついては 「 RAID ビューア起動時の動作モードを変更する」を参照して〈ださい)。 
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2007/08/20 

1 己: 13:1 与 
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2007/08/20 

1 己: 13:13 

416 

2007/08/20 

1 己: 13:日 7 

407 


<RU0304> [CTRL:1 PD:3{ID=2) SEAGATE ST 336754 SS 
<RU0402> に TRL:1 LD：1] i 能里朽イプのステークスは瓶退です。 

<RU0407> に TRL:1 LD:1] 巧期化が恃止されました。 

<RU0404> に TRL:1 LD:1] 巧期化が剛おれました。 

<RU[MW> に TRL:1 LD：1] 巧期化中です。 日％ 

<RU 日41 日 > に TRL:1 LD:1] 静里ドライプげ巧成されました。 

<RU0302> [CTR し:1 PD:4[ID=3) SEAGATE ST 373455 SS 
<RU 旧日れ [CTRL:1 PD:3(ID=2) SEAGATE ST 336754 SS 
<RU0302> に TRL:1 PD:2{ID=1) SEAGATE ST 336754 SS 
— 日） SEAGATE ST33 肝 日が S 
臣ドライプげ肖り蹄されました。 

■ hu ： ^uu=3] SEAGATE ST 373455 SS 0001] 物巧デバイ… 
<RU0313> [CTRL:1 PD: 斗 【ID=3) SEAGATE ST 373455 SS 0001] 共巧ホット... 
<RU0302> に TRL:1 PD: 日 【の=日） MAXTOR ATLAS10K5_147SASBK0D] 物巧デ... 


<RL)lijuj> ll I h 


0002] 物巧デバイ... 


0001] 物理デバイ... 
0002] 物巧デバイ… 
0003] 物巧デバイ... 
0002] 物理デバイ... 


<RU 日 3 日れに TRL:1 PD: 己 (ID=4) SEAGATE ST 373455 SS 
<RU0302> [CTR し: 1 PD:4[ID=3) SEAGATE ST 373455 SS 
<RU041&> に TRL:1 LD:2] 論里ドライプげ肖 U 蹄ざれました。 
<RU0-416> に TRL:1 LD：3] i 能里朽イプげ肖 ij 除ぎれました。 
<RU0416> に TRL:1 LD:4] 静里ドライプげ肖 IJ 蹄されました。 
<RU0407> に TRL:1 LD:3] 巧期化抓亭ムされました。 


0001] 物理デバイ… 
0001] 物巧デバイ… 


■ — 4«- ザ 


ヒ ザち:^まホ。 ■ 


図 7 ログビユーアの構成 

ステータスパーは、ウインドウのサイズ変更レ义外の用途では使用しません。 

ログピュ- ■ 

ログビユーは、 raidsrv サービスが記録した RAID システムの動作ログを表示します。 


iversa I RAID Utility - □ ヴ E ユーア 


乃イル旧 W レブ〔山 


ログむーアの機能 


ログビユーアの機能について説明します。 


ログピユーアの構成 


ログビューアは、ログビュー、；^ニュー、ステータスバーの3つのパートで構成します C 



日な 1 

巧剔 

1 ID 

2007/06/20 

1 日: 1 日:己 1 

304 
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402 
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15:15:48 
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404 
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41 日 
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1 己: 1 日: 17 

302 

2007/08/20 

1 日: 1 日: 17 

302 

つ nni 化:口 J ■ つ n 

1 w 与 -ii 

3… 
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<RU 旧日4> [CTRL：1 PD:3〔ID=2〕SEAGATE ST 336754 SS 
<RU0402> に TRL:1 LD:1] 論巧ドライプのステークスは箱退です。 
<RU0407> に TRL:1 LD:1] 巧期化げ f 亭止されました。 
<RU0404> に TRL:1 LD：1] 巧期化げ剛おれました。 
<RU0408> に TRL:1 LD：1] 巧期化やです。曰％ 

<RU0415> に TRL:1 LD：1] 蘇里ドラパげ化がされました。 
<RU0302> [CTRL：1 P0:4(10=3] SEAGATE ST 373455 SS 
<RU0302> [CTRL:1 PD:3〔ID=2) SEAGATE ST 336754 SS 
<RU0302> [CTRL:1 PD:2〔ID=1) SEAGATE ST 3.36754 SS 

户 Diinqm 、 「厂 TDi -1on-i/Tn=nl ciEAr ： : 由 tp 


0002] 物理デバイ… 


0001] 物理デバイ… 
0002] 物巧デバイ… 
0003] 物理デバイ… 

nnn つ 1 : t*i 巧； ■ パ V 


図 8 ログビュー 


巧上口 CEECEEECEEQEEECEEECEEQEEECEEECEECEEECEEQEE 4 ^圓 

巧些口ちちちちちちちちちちちちちちちちちちち ■ 

® A でを立立！^でを立立！^で立！^で！^立立 


巧ち；幸幸ミ幸幸 
を四 ID ちちちちちちちは 

巧 亞 互立乳立立3互 3 
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ログむーアで参照できる情報は]下のとわりです。 


項目 説明 


種類 ログには次の3種類があります。 

® 異常：致命的な問題が発生したときに記録するログです。 

A 警告：致命的ではありませんがを意を要する問題が発生したときに記録するログです。 

S 情報：オペレーシヨンの実行状況など、問題ではない事象が発生したときに記録するログです。 
日付 事象の発生した日付です。 

時刻 事象の発生した時刻です。24時間制で表示します。 

イベント ID ログのイベント ID です。 

説明 ログの内容です。 


任意のイペントをダブルクリックすると、イペントの内容 
をダイアログで表示します。 



メニュ^ 

ログビューアには、ロアイル]、[ヘルスの2つの; C ニューがあります。 


1 ザ Universal RAID Utility 

-□ヴ むーア 



7 ァイル旧 

W レブ [山 




诗軍目 

日巧 

時别 

ID 

im 

ffi 其苗 

2007/08/20 

1己:1己:己1 

304 

< RU 03 


図 9 □グビューアの y ニュー 


それぞれの; e ューについて説明します。 


[ファイル]メニュ ー 


[ファイル]ニューには、ログむーアの表示情報更新や、 
ログむーアの終了といった機能を実行する; C ニューがあ 
ります。 


EDGE 

7 アイ 


■versa 


ル〔日 


RAID Utility - □ヴむーア 


AJ レプ[山 


展串斤の憎卽じ是:巧〔0 F 己 
ブ □ パティほ） 51 

終了瞄 _ At+W — 置 J 

巧 I 店 SR 7nn7/nR/7n 


Fid 

304 

402 

407 

4n4 


画 

<R 

<R 

<R 
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-項目 


説明 


[最新の情報に更新] 
[プロパティ] 

[終了] 


RAID ログの内容を読み込み、ログむ一に表示する内容を最新の状態に更新します。 

[イベントのプロパティ]ダイアログボックスを開き、ログビューアで選択しているイベントの 
内容を表示します。 

ログビューアを閉じます。 


[ヘルプ]タニュ- 


[ヘルス メ ニュー には、 ログビューアの パージョンを表示す 
る; C ニューが あります。 


1 が Uni versa 

1 RAID Utility - □ ヴ E ユーア 



7ァイル旧 




梓軍目 

バ-ジか博卽〔互]… 

3 


固憎卽 

2007/08/20 15:21:06 A 

品 

<RI 


固情卽 

のはが 


2007/08/20 15:20:55 404 <RI 


[バージョン情報] 


ログビューアのバージョンを表示します。 
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RAID システ厶の情報参照 


RAID システムの〕ンフィグレーシヨンや状態などの情報や、 RAID システムの動作記録の参照について説明します。 

RAID 〕 ントローラのプロパティを参照する 


RAID 〕ントローラの情報は、 RAID 〕ントローラのプロパティで参照します。 

ツリービューで参照したい RAID コントローラをクリックし、 I ；ファイル]ューで[プロパティ]をクリックします。 


RAID コントローラのプロパティには、[全般]タブと[オプション]タブがあります。 


[全般]タブは、 RAID コントローラのプロパティを表示 
します。 



項目 

説明 

番号 

Universal RAID Utility にわける、 RAID 〕ントローラの管理番号(論理アドレス)です。 
Universal RAID U 川 ity が RAID コントローラごとに1から始まる番号を割り当てます。 

ID 

RAID コントローラのオリジナルの識別情報です。 RAID コントローラの BIOS ユーテイリテイで 
は、この識別情報のアドレスを使用します。 

製造元 

RAID コントローラの製造元です。 

製品名 

RAID コントローラの製品名です。 

ファー厶ウェアバージョン 

RAID 〕ントローラのパージョンです。 

パッテリステータス 

RAID 〕ントローラに搭載するバッテリのステータスです。 

レ:>1下の3つの状態があります。 

正常：バッテリが正常に使用できる状態であることを指します。 

警告：バッテリががなんらかの理由により正常に使用できない状態であることを指します。 

未接続： RAID コントローラにパッテリが存在しないことを指します。 
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[オプション]タフは、 RAID コントローラの 設定を参照 
できます。 

動作モードがアドバンストモードのときは、設定を変 
更できます。 


RAID] シト□ーラのブロバテイ 


を股が亡ん Gj 


I 値 


リピルド情出度 

高 

装合1圧チ I ッウ惕先度 

や 

バト□ールリード 

ち如 

バト□ールリード情出度 

や 

プザー設定 

無如 




0K 

キが片：ル 

適巧化] 


項目 

説明 

初期化優先度 

初期化処理を〕ンピュータシステム内でどの〈らい優先的に実行するか表す度合いです。 

レ:>1下の3つの設定があります。 

高：初期化処理を高い優先度で実行します。 

中：初期化処理をパランスの取れた優先度で実行します。 

低：初期化処理を低い優先度で実行します。 

リビルド優先度 

リビルドを〕ンピュータシステ厶内でどの〈らい優先的に実行するか表す度合いです。 

な下の3つの設定があります。 

高：リビルドを高い優先度で実行します。 

中：リビルドをパランスの取れた優先度で実行します。 

低：リビルドを低い優先度で実行します。 

整合性チ::ック優先度 

整合性チェックを〕ンピュータシステム内でどの〈らい優先的に実行するか表す度合いです。 

レ:>1下の3つの設定があります。 

高：整合性チェックを高い優先度で実行します。 

中：整合性チェックをパランスの取れた優先度で実行します。 

低：整合性チ I ックを低い優先度で実行します。 

パ阳—ルリ-ド 

パトロ-ルリ-ドの実行有無を設定します。 

有効：パトロールリードを実行します。 

無効：パトロールリードを実行しません。 

パ阳—ルリ—ド優先度 

パトロールリードを〕ンピュータシステム内でどの〈らい優先的に実行するか表す度合いです。 

レ:>1下の3つの設定があります。 

高：パトロ-ルリ-ドを高い優先度で実行します。 

中：パトロールリードをパランスの取れた優先度で実行します。 

低：パトロ-ルリ-ドを低い優先度で実行します。 

ブザー設定 

RAID システ厶で障害が発生したとき、 RAID 〕ントローラのブザー機能を使用するかと"うかを 
設定します。 

有効：ブザー機能を使用します。 

無効：ブザー機能を使用しません。 


M - RAID コントローラのプロパティに表示する項目、設定を変更できる項目は、 RAID コントローラの種類 

I け I によっては、サポ-卜していないことがあります。サポ-卜していない項目は、値が空白、もし〈は、リスト 
に表示しません。 
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論理ドライブのプロパ^を参照する 

論理ドライブの情報は、論理ドライブのプロパティで参照します。 

ツリ-ビュ-で参照したい論理ドライブをクリックし、[ファイル]ニュ-で[プロパティ]をクリックします。 
論理ドライブのプロパティには、[全般]タブと[オプション]タブがあります。 


[全般]タスよ、論理ドライブのプロパティを表示しま 
す。 



項目 

説明 

番号 

Universal RAID Utility にわける、論理ドライブの管理番号(論理アドレス)です。 

[ ID ] の値に対応して、1から始まる番号を割り当てます。 

ID 

論理ドライブのオリジナルの識別情報です。 RAID コントローラの BIOS ユーティリティが管理 
する論理ドライブと 、 Universal RAID Utility の管理する論理ドライブを対応させるには、こ 
の値を使用します。 

物理デバイス番号 

論理ドライブが存在するディスクアレイを構成する物理デバイスの番号です。 

ディスクアレイ情報 

論理ドライブが存在するディスクアレイの番号と、ディスクアレイ内の位置に関する情報で 
す。 ly 下の形式で情報を表示します。 

ディスクアレイ番号（先頭からの順番/ディスクアレイ内の論理ドライブ個数番目） 

RAID レペル 

論理ドライブの RAID レペルです。 

RAID 0, RAID 1 , RAD 5, RAID 6, RAID 10, RAID 50 を表示できます。 

容量 

論理ドライブの容量です禅位 GB )。 

ストライプサイズ 

論理ドライブのストライプサイズです。 

1 KB , 2 KB , 4 KB , 8 KB , 16 KB , 32 KB , 64 KB , 128 KB , 256 KB , 512 KB , 1024 KB を表示 
できます。 

キか ジシユ モ-ド（現在値） 

RAID 〕ントローラに搭載するキャッシュメモリの書き込みモードの現在値です。 

じ1下の2つのモードがあります。 

Write Back : 非同期書込みを行うモードです。 

Write Through :同期書込みを行うモードです。 

ステータス 

論理ドライブのステータスです。 

レ:1下の3つの状態があります。 

オンライン：論理ドライブの冗長性が保たれている状態を指します。 

縮退：論理ドライブの冗長性が失われているか、冗長性が低下した状態を指します。論 
理ドライブへのアク t スは可能です。 

オフライン：論理ドライブが停止し、論理ドライブへのアク t スも不可能な状態を指します。 
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■; RAID レペルの種類、ストライプサイズの種類は、 RAID コントローラごとにサポートする内容が異なりま 

1 I す。サポ-卜しない種類の値よ、値が空白、もし〈は、表示しません。 


[オプション]タブは、論理ドライブの設定を参照でき 
ます。 

動作モ-ドがアドバンストモ-ドのときは、設定を変 
更できます。 



項目 

説明 

キャッシュモード馈定値） 

RAID 〕ントローラに搭載するキャッシュメモリの書き込みモードです。 

な下の3つの設定があります。 

自動切替：パッテリの有無、状態により自動的に Write Back と Write Through を切り 
替えるモードです。 

Write Back : 非同期書込みを行うモードです。 

Write Through :同期書込みを行うモードです。 


• キャッシュモードの種類は、 RAID 〕ントローラごとにサポートする内容が異なります。サポートしない 
I み I 種類の値は表示しません。 

• 論理ドライブのプロパティに表示する項目、設定を変更できる項目は、 RAID コントローラごとにサ 
ポートする内容が異なります。サポートしていない項目は、リストに表示しません。 
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物理デパイスのプロ y t ティを参照する 

物理デバイスの情報は、物理デバイスのプ□パティで参照します。 

ツリービューで参照したい物理デバイスをクリックし、ロァイル]メこューで [プロパティ] をクリックします。 
物理デバイスのプロパティには、[全般]タブがあります。 


[全般]タブは、物理デバイスのプロパティを表示しま 
す。 


R まデ"イスのブ [ m ティ 


之] 


王-お） 


巧目 1 

値 1 

をち 

1 

ID 

0 

I シク□ージャ 

1 

ス □ット 

1 

イシクつ:[ース 

SAS 

裝這元/製品を 

SEAGATE ST 33 6754 SS 

7 ァームウ I アバ ージョ:/ 

0002 

シリアルを号 

3KQ0525P 

容畳 

33GB 

ステークス 

シライシ 

S.M.A.R.T. 

正巧 


0K I キでシたル」 適巧化 ] 


項目 


説明 


番号 

ID 


エンクロージ^ 


スロット 


インタフェース 


Universal RAID Utility にわける、物理デバイスの管理番号(論理アドレス)です。 

口 D ] の値を元に物理デバイスを昇順に並べ、値のルさいものから順番に1から始まる番号 
を害りり当てます。 

物理デバイスのオリジナルの識別情報です。 RAID 〕ントローラの BIOS ユーティリティが管理 
する物理デバイスと 、 Universal RAID Utility の管理する物理デバイスを対応させるには、 
この値を使用します。 

ID の形式は RAID 〕ントローラの種類により異なります。 

物理デバイスを収納するエンクロージが^番号です。 

1から始まる番号を表示します。 

物理デパイスを収納するスロットの番号です。 

1から始まる番号を表示します。 

物理デバイスを接続するインタフェースのタイプです。 

レ:>1下の2種類があります。 


SAS : Serial Attached SCSI 
SATA : Serial ATA 


製造元/製品名 物理デバイスの製造元と製品名です。 


ファ-厶ウェアパ-ジョン 物理デバイスのパ-ジョンです。 

シリアル番号 物理デパイスのシリアル番号です。 

容量 物理デバイスの容量です（単位 GB )。 

ステータス 物理デバイスのステータスです。 

レ: I 下の5つの状態があります。 

オンライン：物理デバイスが論理ドライブに組み込まれてわり、正常に動作していることを 
指します。 

故障：物理デバイスが論理ドライブに組み込まれてわり、故障していることを指します。 

リビルド中：物理デバイスがリビルド中であることを指します。 

ホットスペア：物理デバイスをホットスペアに設定していることを指します。 

レディ：物理デバイスが論理ドライブに組み込まれていないことを指します。 
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項目 


説明 


ホットスペア情報 ホットスペアに設定している物理デバイスのホットスペアモードです。 

レ:>1下の2種類のモードがあります。 

共用： RAID コントローラのすべてのディスクアレイのホッにペアとして使用できます。 

専用：指定したディスクアレイのホットスペアとして使用できます。指定したディスクアレイの 
番号も表示します。 

S . M . A . R . T . S . MAR . T . 機能 （ Self - Monitoring , Analysis and Reporting Technology ) の診断結 

果を表示します。レ:>1下の2種類の状態があります。 

正常： S . MAR . T 機制こよるエラーを検出してしなせん。 

検出： S . M . A . R . T . 機能によるエラーを検出しています。 



• 物理デバイスのプロパティに表示する項目、設定を変更できる項目は、 RAID コントローラごとにサ 
ポートする内容が異なります。サポートしていない項目は、値が空白、もし〈は、リストに表示しま 
せん。 

• 強制オフラインを実行すると、物理デバイスが故障していなくても[ステータス]は[故障]となりま 
す。 


RAID ビユーアの表示内容を更新する 


RAID ビューアに表示する内容は、次のタイミングで raidsrv サービスから取得します。 
• RAID ビューアを起動したとさ 


• RAID システムの状態の変化やオペレーシヨンの実行状態の変化などの事象が発生し、そのイベントを受信したと 
さ 


これらじ I 外のタイミングで RAID むーアに表示する内容を最新の状 
態に更新したい場合は、[ファイル]にューで[再スキャン]をクリック 
します。 RAID ビューアは raidsrv サービスから RAID システムの情報を 
取得しなわし、表示する内容を更新します。 



RAID システムの動作記録を参照する 


RAID システムに対する操作、わよび、 RAID システムで発生したイベントは、 Universal RAID Utility の RAID ログに 
記録します。 

RAID ログを参照するには、ログビューアを使用します。ログビューアを起動するには、「ログビューア」を参照します。 


ログビユーアに表示する RAID ログの内容は、ログビユーアを起動したと 
きの内容です。 RAID ログの内容を更新するには、[ファイル]メニユ ー 
で[最新の情報に更新]をクリックします。□グビユーアは RAID ログを 
取得しなわし、表示する内容を更新します。 


1 ザ Universa 

1 RAID Utility - □ヴ E ユーア 

7ァイル旧 

AJ レブ[山 

II 最巧の1障卽に更巧〔0 F 己 

1 且 


プ山行ィほ） 
が了な） 


Att+R 


巧 I 怯卽 


?口の化が ？ n 


己 1 3 

己 1 4 

46 4 

15:1 5: 北 4 
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RAID システムの] ンフイグレーシヨン 


Universal RAID Utility を使用した RAID システムのコンフイグレーシヨン ( RAID システムを構築すること)について説明します。 
Universal RAID Utility は、目的に応じてし、ろいろな機能を提供してし、ます。 


RAID システムの知識があ 
まりないので、難しいことを 
気にせずに RAID システム < 
を構築したい 


RAID システ厶の知識があまりな 
〈ても RAID システムを構築でき 


「 RAID システムを簡単 
に構築する」 

を参照して〈ださし、 



る r イージー コン フ イヴ' レーシヨ ン J 
機能を提供しています。 



選択項目を2つ決めるだけで 
論理ドライブのできあがり！ 



論理ドライブの 詳細設定や複 
数個の論理ドライブ同時作 
成 も思いのまま！ 


「論理ドライブを簡単に 
> 作成する」 

を参照して〈ださし、 


「論理ドライブを自由に 
作成する」 

を参照して〈ださい 




図 10 RAID システムのコンフイグレーシヨン機能 
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RAID システムを簡単に構築する 

Universal RAID Utility は、 RAID 〕ントローラに未使用の物理デバイスを接続した状態から、論理ドライブの作成、ホ 
ットスペアの設定といったコンフイグレーシヨンを簡単に行える「イージーコンフイグレーシヨン」機能をサポートしています。 

「イージーコンフイヴ‘レーシヨン」は、 RAID コントローラに接続している未使用の物理デバイスについて、データ格納に使用 
する台数(論理ドライブを構成する物理デバイスの台数)とホットスペアに使用する台数を決定すると 、 Universal RAID 
Utility が自動的に RAID システムを構築する機能です。 

「イージーコンフイグレーシヨン」により RAID システムを構築する刈ットはじ I 下のとわりです。 RAID システムを構築する際 
に検討、操作しなければいけない作業を Universal RAID Utility が代わりに行います。 

• 3つの項目 （ RAID コントローラ、論理ドライブで使用する物理デバイスの台数、作成する論理ドライブの個数)を 
指定するだけで RAID システムを構築できます。 

• 論理ドライブの選択項目 （ RAID レベル、容量、ストライプサイズ ..... etc ) は 、 Universal RAID Utility がすべて自 
動的に設定します。 

• 複数の論理ドライブを同時に作成できます。 

• ホットスペア用に物理デバイスを残すと 、 Universal RAID Utility が自動的に作成する論理ドライブの専用ホット 
スペアを作成します。 


イージー〕ンフイヴレーシヨンの操作手順 

イージーコンフイグレーシヨンで RAID システムをコンフィグする手順を試^明します。 


手順 1 イージー〕ンフイグレーシヨンで使用する物理デバイスを RAID コントローラに接続する必要があるときは、 
このタイミングで接続します。物理デバイスの接続が完了したら、 RAID ビューアを起動します。 


手順 2 [ツー ル]ニ ューで [イ—ジ— コンフイ グレ—シ ヨン] をク 
リックします。 


lUtility - RAID む ーァ 

) 

1 ■■ツール[ I ) 1 



イ-ジ -]>7 ィヴレ- シヨ >〔日." 

，肖 

ム 

、 ■ 1 

□ヴピュ- ア山 Ctrl+L 

4 円 


か v 々.ードトド m 

— 


手順 3 [イ ージー コンフイヴ 1 レー 
シヨン] ウイザードが起動します。 
ステップ1/3では、〕ンフイグを行う 
RAID コントローラを選択します。 
コンフイヴ I を行う RAID コントローラ 
をクリックし、[次へ]をクリックしま 
す。 

[ RAID コントローラ]には、イージ 
-〕ンフイグレーシヨンを行う条件 
を満たしていない RAID 〕 ントロー 
ラは表示しません。 
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手順 4 ステップ2/3では、論 
理ドライブで使用する物理デバイ 
スの台数(データ格納に使用する 
物理デバイスの台数)、 RAID 〕 
ントローラに作成する論理ドライ 
ブの個数を指定します。インタフエ 
ー スタイプの異なる物理デバイス 
が存在するときは、インタフエース 
タイプごとに指定します。指定し 
たら[次へ]をクリックします。 


イー3—コシフィヴレーシヨシ 


ステップ 2/ 3 :コシ]ィヴレーシヨシ巧をの指を 

物巧开、イスの吊強や巧巧する i 能里ドライプの個郡など： D 7 イヴレーシヨシの内容对旨ちします。 


むわエー又をイブな i : |SAS T ] 

-物巧デバイスの指定- 

ホ巧巧物巧デバイスの台■额： [■日 

i 能里ドライプで博吊する物巧デバイスのお就阻： I~ rR 

ホットが7のお郡： I " 1 

- i 能里ドライプ加旨ち- 

巧巧できる論巧ドライプの個邸： I 1 

化巧する i 能里ドライプの個郡山： I ~ 


<戻るほ ）」I 贴 ..> i ] —キ松かし_ I 


手順 5 ステップ3/3では、イー 
ジー〕ンフイグレー シヨンで構築す 
る RAID システムの]ンフイヴ‘レー 
シヨンを表示します。 表示する内 
容でコンフイヴするときは、 [0 K ] 

をクリックします。〕ンフイグ内容を 
変更したいときは、[戻る]をクリ 
ツクします。 



手順 6 ステップ3/3で [0 K ] を 
クリックすると、 RAID システムの 
構築を実行します。論理ドライブ 
の作成、ホットスペアの設定が完 
了したら、[イージーコンフイヴ1レー 
シヨン ウイザ-ドの完了]を表示 
します。この時点で、論理ドライ 
ブの作成、ホットスペアの作成は 
完了しています。ウイザードを閉じ 
たらツリービューなどで〕ンフイグレ 
ーシヨンを確認します。ただし、作 
成した論理ドライブの初期化は 
完了していない可能性がありま 
す。論理ドライブの初期化の実 
行状況や結果は、オペレーシヨン 
ビューで確認します。 


イー3—コシフィヴレーシヨシ 


イージー〕ン]ィヴレーシヨシウィザードの完了 

[完下]をウリッウすると、ウイザードをが了します。 


RAID システムの： D 7 ィヴレーシヨシを完了しました。 

りきつづき、 i 能里ドライプの巧期化を実行しています。 

巧期化の実行が況と実行捐果は、オパレーショシピューや叫’ピューアで植5できます。 


<戻る也 ] _|U 完了 i | —キ松かし」 
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イージ ー〕 ン フイグレーシヨ ンを実行できる RAID 〕 ントローラ 


イージー〕ンフイグレーションを実行できる RAID コントローラは、じ I 下の条件を満たしてしぶ必要があります。条件を 
満たしていない RAID 〕 ン阳ーラは、[イージーコンフイグレーション]ウイザードのステップ1/3で [ RAID コントローラ] 
リストに表示しません。 

1 専用ホットスペアを作成できる RAID コントローラであること 
2 RAID コントローラに、未使用の物理デバイスを2台に I 上接続していること 


イージー〕ンフイグレーシヨンで使用できる物理デバイス 


イージー〕ンフイグレーシヨンで使用できる物理デバイスは、「未使用の物理デバイス」です。「未使用の物理デバイ 
ス」とは、[ステータス]が[レディ]の物理デバイスを指します。 


イージー〕ンフイヴレーシヨンによる論理ドライブの作成 


イージー〕ンフイグレーシヨンで作成する論理ドライブの内容について説明します。 


RAID レペルと作成できる論理ドライブの個数 


イージー〕ンフイグレーシヨンで作成する論理ドライブの RAID レペルは、 RAID 1もし〈は、 RAIDS となります。 
どちらを使用するかは、 RAID 〕ントローラがサポートする RAID レペルの種類、および、論理ドライブで使用する 
物理デバイスの台数により決まります。 

また、作成できる論理ドライブの個数も、同様の条件により決まります。 

RAID 1 と RAID 5 の RAID レペルをサポートする RAID コントロー5 


論理ドライブで使用する 論理ドライブの 作成できる論理ドライブの個数 

物理デバイスの台数 RAID レペル 


2台 RAID 1 1 

3〜5台 RAID 5 1 

6台レ:>1上 RAIDS 論理ドライブで使用する物理デバイスの台数/ 3 


RAID 1 の RAID レペルのみサポートする RAID コント□—ラ 


論理ドライブで使用する 論理ドライブの 作成できる論理ドライブの個数 

物理デバイスの台数 RAID レペル 


2台な上 RAID 1 論理ドライブで使用する物理デバイスの台数/ 2 


f|-0> イージー〕ンフイグレーシヨンでは、 RAID レペルが RAID 1 もしくは RAIDS が外の論理 
IZO ドライブは作成できません。 


論理ドライブに使用する物理デパイス 


作成する論理ドライブに使用する物理デバイスは、ホットスペアを作成する物理デバイスを除き、物理デバイス 
番号の小さし巧から順に使用します。 

(例）イージー〕ンフィグレーシヨンで物理デバイス#1〜#7を使用できるとき、#3をホットスペアに使用するような 
ケースでは、物理デバイス番号の小さし巧から#1 と#2 と#4で論理ドライブ#1を、#5と#6 と#7 で論 
理ドライブ#2を作成します。 
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S Q 

物理デバイス物理デバイス 
#1 #2 


B 曰 


物理デバイス 
が 

ホットスペア 


物理デバイス 
#4 


物理デバイス物理デバイス 
#5 #6 


物理デバイス 
#7 


論理ドライブ 
#1 


論理ドライブ 
#2 


図 11 [イージーコンフイグレーシヨン]物理デパイスの割り当て 1 


論理ドライブを複数作成するとき、それぞれの論理ドライブを構成する物理デバイスの台数が均等にならなし、と 
きは、論理ドライブ番号のルさい論理ドライブに多〈割り当てます。 

り列）イージーコン フィ グレーシヨンで物理デバイス#!〜#7を使用できるとき、論理ドライブを2個作成するよう 
なケースでは、物理デバイス#1〜#4の4台で論理ドライブ#1を、#5〜#7の3台で論理ドライブ#2 
を作成します。 


ごごごごご 曰 ご 

物理デバイス物理デバイス物理デバイス物理デバイス物理デバイス物理デバイス物理デバイス 
#1 #2 #3 #4 


a 

論理ドライブ 
#1 

図 12 [イージーコンフイグレーシヨン]物理デバイスの割り当て 2 
S . M . A . R . T . エラーを検出している物理デバイスは、論理ドライブの作成に使用できません。 

1^1 


#5 


#6 


#7 


B 

論理ドライブ 


論理ドライブの容量 


作成する論理ドライブの容量は、 RAID レペルと使用する物理デバイスの容量により決まります。 

イージー〕ンフィグレーシヨソま、物理デバイスの領域をすべて使用して論理ドライブを作成します。 

1個の論理ドライブで異なる容量の物理デバイスを使用するときは、最も容量のルさい物理デバイスに合わせ 
た容量で論理ドライブを作成します。 

り列）イージーコンフィグレーシヨンで容量の異なる物理デバイス#!〜#7を使用できるとき、論理ドライブを2個 
作成するようなケースでは、物理デバイス#1〜#4の4台で論理ドライブ#1を、#5〜#7の3台で論理 
ドライブ#2を作成します。このとき、論理ドライブの容量は最もルさい容量の物理デバイスにより決まりま 
す。 
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物理デバイス物理デバイス キタ理デノ W ス キタ理ザノ乂ス 物理デバイス物理デバイス a 理デん イス 
#1 #2 / #3 、， #4 、 #5 #6 * #7 、 

50GB 50GB • 150 GB t • 100 GB / 100GB 100GB • 150 GB / 


□ 
論理ドライブ 
#1 

150GB 

RAID 5 


#3 、 ■ #4 、 

150 GB / I 100 GB y 

が 



容量が最もルさい物理デ 

1 

容量が最もルさい物理 

バイスが 50 GB のため、#3 


デパイスが100 GB のた 

と#4はそれぞれ 50 GB のみ 

口 

め、#7は100 GB のみ使 

使用するげ3の残り 

論理ドライブ 

用する(残り 50 GB は未 

100 GB 、 #4の残り 50 GB 

#2 

使用） 

は未使用） 

200GB 

RAIDS 



図 13 [イージーコンフイグレーシヨン]論理ドライブの容量 


論理ドライブの選択項目 


作成する論理ドライブのその他の選択項目はレ: I 下のように決まります。 


選択項目 値 


ストライプサイズ RAID 〕ントローラの既定値を使用します （ RAID 〕ントローラの種類により異なりま 

す)。 

キかジシュモード RAID 〕ントローラの既定値を使用します （ RAID 〕ントローラの種類により異なりま 

す)。 

初期化モード 完全 


イージー〕ンフイヴレーシヨソこよるホットスペアの作成 


ィージーコンフィグレーションで作成するホットスぺァの内容にっぃて試^明します。 


ホットスペアの台数 


ホットスペアの台数は、 RAID 〕ン阳ーラに接続している未使用物理デバイスの台数と、論理ドライブで使用す 
る物理デバイスの台数により決まります。[イージーコン フイ グレーシ ヨン]ウイ ザードのステップ2/3で、[未使用物 
理デバイスの台数]から、[論理ドライブで指定する物理デバイスの台数]を引いた値がホットスペアの台数とな 
ります。 


ホットスペアに使用する物理デパイス 


ホットスペアに使用する物理デバイスは、容量が最も大きい物理デバイスから順にホットスペアとして使用します。 
同一容量の物理デバイスが複数存在するときは、物理デバイス番号の大きい物理デバイスから順に使用しま 
す。 


(例）イージー〕ンフイグレーシヨンで物理デバイス#1〜#7を使用できるとき、ホットスペアを2台作成するケース 
では、容量の最も大きい物理デバイスは 150 GB で、かつ、3台存在するため、物理デバイス番号の大き 
い#5と#6を使用します。 
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図 14 [イージーコンフイグレーシヨン]ホットスペアの割り当て 


S . M . A . R . T . エラーを検出している物理デバイスは、ホットスペアに使用できません。 


ホットスペアのモード 


イージ ー〕 ン フイグレー シヨンは、専用ホットスペアのみ作成します。共用ホットスペアは作成できません。 

論理ドライブを複数作成するときは、作成するすべての論理ドライブの専用ホットスペアになります。 

ゾ イージー〕ンフイグレーシヨンで作成する専用ホットスペアは、「同時に作成する論理ドライブの」 
1^1専用ホットスペアになります。イージー〕ンフイグレーシヨンを実行するとき同一 RAID 〕 ントロー 
ラに他の論理ドライブがすでに存在する場合、その論理ドライブの専用ホットスペアとはなりま 
せん。 


(例）イージー〕ンフイグレーシヨンで物理デバイス#1〜#7を使用して論理ドライブを2個、ホットスペアを1台 
作成するときは、物理デバイス#7は両方の論理ドライブの専用ホットスペアとなります。 







物理デバイス 


物理デバイス 


物理デバイス 


#1 #2 #3 

r 当 - 

I 論理ドライブ 


#4 #5 #6 

■ "Jh " 


論理ドライブ 
#2 




#7 


専用 

ホットスペア 



物理デバイス#7は、イージーコンフィグレーシヨンにより同時に作成する、 
論理ドライブがと論理ドライブ#2の両方の専用ホットスペアとなります。 


図 15 [イージーコンフイグレーシヨン]専用ホットスペアの作成 1 
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(例）イージーコンフィグレーシヨンで物理デバイス#!〜#8で論理ドライブを2個、ホットスペアを2台作成する 
ときは、物理デバイス#7と#8は論理ドライブ#! と#2 の両方の専用ホットスペア(どちらの論理ドライブに 
対してもホットスペアとして機能します)となります。 




S 


物理デバイス 
#1 #2 #3 


物理デバイス 
#4 #5 #6 


4 . 


論理ドライブ 
#1 



論理ドライブ 
#2 


ノ 


物理デバイス 物理デバイス 

#7 #8 


! 6 ■ I 

I 専用ホットスペア専用ホットスペア 


占 


物理デパイス#7と#8は、論理ドライブがと論理ドライブ#2の 
両方の専用ホットスペアとなります。 


図16 [イージーコンフイグレーシヨン]専用ホットスペアの作成2 
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論理ドライブを簡単に作成する 

Universal RAID Utility は、ガイドに従って選択項目を2つ選択するだけで論理ドライブを作成できる「論理ドライブの 
作成シンプルモード」をサポートしています。 

「論理ドライブの作成シンプルモード」は、論理ドライブの RAID レペルと使用する物理デバイスのわずか2つの選択項 
目を指定するだけで論理ドライブを作成する機能です。 

「論理ドライブの作成シンプルモード」により論理ドライブを作成する刈ットは]下のとわりです。論理ドライブを作成す 
る際に検討しなければいけない選択項目は 、 Universal RAID Utility が代わりに決定します。 

• 2つの選択項目 （ RAID レペル、使用する物理デバイス)を指定するだけで論理ドライブを作成できます。 

• RAID レペル、使用する物理デバイスレ: I 外の選択項目（容量、ストライプサイズ ..... etc ) は 、 Universal RAID 
Utility がすべて自動的に設定します。 


論理ドライブの作成シンプルモードの操作手順 


論理ドライブの作成シンプルモードで論理ドライブを作成する手順を説明します。 


手順 1 論理ドライブで使用する物理デバイスを RAID 〕ントローラに接続する必要があるときは、このタイミングで 
接続します。物理デバイスの接続が完了したら、 RAID ビューアを起動します。 


手順 2 ツリービューで RAID コント 
口ーラをクリックし、[操作]ニューで 
[論理ドライブの作成]をポイントし、 
[シンプル]をクリックします。 


^rsal RAID Utility - RAIDf ユーア 

: F) 

1 巧巧に） 1 

ツ-ル(I) 叫け{山 

Zorri 

y i 齡里ドライプの巧成[白 ► 

シ:/ブル[ミ)… 


r 

お R 

プザー f 亭止だ） 

わスタム阻… 


1 

： …. じ 

ミ It - 

悼合け于 r 川に1 

、レ ■ バ コー" 1 J な、 


— 


RAID コン阳ーラに未使用の物理デバイスが1台しか存在しない場合、論理ドライブの作成 
1^1シンプルモードは実行できません。 


手順 3 [論理ドライブの作成 
(シンプル)]ウイザードが起動しま 
す。 

ステップ1/3では、作成する論理 
ドライブの RAID レペルを選択し 
ます。選択したら[次へ]をクリツ 
クします。 



46 














































手順 4 ステップ2/3では、作成 
する論理ドライブに使用する物 
理デバイスを選択します 。 RAID 
コントローラに異なるインタ フェー 
スタ イプの物理デバイスが存在す 
ると きは、 [インタ フェースタ イプ] 

で使用するインタフェースタイプを 
クリックします。次に[物理デバイ 
ス]で使用する物理デバイスの 
チェックボックスをオンにします。使 
用する物理デバイスは、ステップ 
1/3で選択した RAID レペルを作 
成できる台数分選択しなければ 
なりません。 

物理デバイスを選択したら、[次 
へ]をクリックします。 



手順 5 ステップ3/3では、作 
成する論理ドライブの内容を表 
示します。表示する内容で論理 
ドライブを作成するときは [0 K ] 

をクリックします。内容を変更した 
いときは、[戻る]をクリックします。 


黄まドライブの巧巧トン：/ブル) 


ステップ 3 / 3 :内容の症認 

[0 K ] をウリッウすると、 L ； rF の内容で i お里ドライブを巧成し巧期化を閱おします。 



<戻る阻」！] 0 K i | _争松かし」 


手順 6 ステップ3/3で [0 K ] を 
クリックすると、論理ドライブの作 
成を実行します。論理ドライブの 
作成が完了したら、[論理ドライ 
ブの作成(シンプル）ウイザードの 
完了]を表示します。この時点 
で、 論理ドライブの作成は完了し 
ています。ウイザードを閉じたらツ 
リービューなどで内容を確認しま 
す。ただし、作成した論理ドライ 
ブの初期化は完了していない可 
能性があります。論理ドライブの 
初期化の実行状況や結果は、 
オペ レーシヨ ンビ ューで 確認します。 


黄まドライブの巧巧トン：/ブル) 


责巧ドライブの作巧(シシプル）ウィザードの完了 

[完下]をウリッウすると、ウイザードをが了します。 


i 能里ドライプの巧巧を完了しました。りきつづき、巧期化を実行しています。 

巧期化の実行が況と実行拍まは、か?レ-ショシピュ-や□ヴピュ-アで植5できます。 


:戻る姐」!^ 完了 1 _キル」 
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論理ドライブの作成シンプルモードで使用できる物理デパイス 

論理ドライブの作成シンプルモードで使用できる物理デバイスは、「未使用の物理デバイス」です。「未使用の物 
理デバイス」とは、[ステータス]が[レディ]の物理デバイスを指します。 

みグ S . M . A . R . T . エラーを検出している物理デバイスは、論理ドライブの作成に使用できません。 

論理ドライブの作成シンプルモードによる論理ドライブの作成 

論理ドライブの作成シンプルモードで作成する論理ドライブの内容について説明します。 

RAID レペル 

論理ドライブの作成シンプルモードで作成できる論理ドライブの RAID レペルは、 RAID 1もし〈は 、 RAID 5で 
す。 


論理ドライブの容量 


作成する論理ドライブの容量は、 RAID レペルと使用する物理デバイスの容量により決まります。 

論理ドライブの作成シンプルモードは、物理デバイスの領域をすべて使用して論理ドライブを作成します。 


論理ドライブの選択項目 


作成する論理ドライブのその他の選択項目はレ: I 下のように決まります。 


選択項目 

値 

ストライプサイズ 

RAID コントローラの既定値を使用します （ RAID コントローラの種類により異なりま 
す)。 

キャッシュモード 

RAID コントローラの既定値を使用します （ RAID コントローラの種類により異なりま 
す)。 

初期化モード 

完全 
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論理ドライブを自由に作成する 

Universal RAID Utility は、論理ドライブの選択項目を細か〈指定して望みどおりの論理ドライブを作成できる「論理ド 
ライブの作成カスタムモード」をサポートしています。 

「論理ドライブの作成カスタムモード」は、論理ドライブの選択項目を細か〈指定して論理ドライブを作成する機能です。 
様々な RAID レペルの論理ドライブを作成したり、空き容量があるディスクアレイを使用して論理ドライブを作成したりも 
できます。なわ、「論理ドライブの作成カスタムモード」は、複数の論理ドライブを同時に作成することもできます。 

「論理ドライブの作成カスタムモード」により論理ドライブを作成する刈ットは]下のとわりです。 

• いろいろな RAID レペル (RAID 0, RAID 1 , RAID 5, RAID 6, RAID 10, RAID 50) の論理ドライブを作成でき 
ます。 


• 選択項目（容量、ストライプサイんキャッシュモード、初期化モード)を細か〈指定できます。 

• RAID 0, RAID 1 , RAID 5, RAID 6の RAID レベルの論理ドライブを作成する場合、「未使用の物理デバイス」 
だけでな〈、空き容量があるディスクアレイも使用できます。 

• 複数の論理ドライブを一度の操作で作成できます。 


論理ドライブの作成カスタムモードの操作手順 


論理ドライブの作成カスタムモードで論理ドライブを作成する手順を説明します。 


手順1論理ドライブで使用する物理デバイスを RAID 〕ントローラに接続する必要があるときは、このタイミングで 
接続します。物理デバイスの接続が完了したら、 RAID ビューアを起動します。 


手順2動作モードがスタンダードモードの場合は、アドバンストモードに変更します。[ツール]ニユーで[アドバ 
ンストモード]をクリックします。 

I fl-O 論理ドライブの作成カスタムモードは、アドバンストモードでのみ使用できる機能です。 

I 1 J 


手順3 ツリービューで RAID コント 
口ーラをクリックし、[操作]ニューで 
[論理ドライブの作成]をポイントし、 
[カスタム]をクリックします。 


卜 ersa 

1 RAID Utility - RAIDE ユーア 


1 

也 

巧巧に） ツール {丑 AJ け(山 



Com 

u 論里ドライプの巧成〔目 卜 

シ> プル〔呈) … 


み R 

プザー巧止区） 

が/5ム阻… 


1…. S 

堅合性チ I ッウに） 

、レ ■ バ コー " 1 '• 1 占 K 
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手順 4 [論理ドライブの 
作成(カスタム)]ダイアログ 
ボックスが起動します。 

論理ドライブの作成 カスタ 
ムモー ドは、[論理ドライブ 
の作成 ( カスタム )] ダイアロ 
グボックスのリストに作成す 
る論理ドライブを登録しま 
す。論理ドライブを登録す 
るには、[新規作成]をクリ 
ックします。登録した論理 
ドライブを削除するには、 
削除する論理ドライブをク 
リックし、[削除]をクリック 
します。 



手順 5 [論理ドライブの 
作成(カスタム)]ダイアログボック 
スで[新規作成]をクリックすると、 
[論理ドライブの登録]ウィザ-ド 
が起動します。 

ステップ1/3では、登録する論理 
ドライブの RAID レベルを選択し 
ます。選択したら[次へ]をクリッ 
クします。 


黄まドライブのを@ 


2 £] 


STEP 1 / 3 : RAID レベルの還巧 

蘇里ドライプの RAID レバルを遇巧します。 


RAID レバルほ ] 


RAID 己 T 


RAID 0 
RAID 1 



RAID 6 
RAID 10 
RAID 50 


< 戻る巧 ]」 I :■か V 〔叫 > ] _キ*シたル」 


手順 6 ステップ2/3は、ステップ1/3で選択した RAID レペルにより操作が異なります。 


(1 )RAID 0, RAID 1 , RAID 5, 
RAID 6の RAID レペルを選択し 
た場合、論理ドライブで使用する 
ディスクアレイを選択します。 

RAID コントローラに異なるインタ 
フェースタイプの物理デバイスが 
存在するときは、[インタフェースタ 
イプ]で使用するインタフェースタ 
イプをクリックします。次に[ディス 
クアレイ]で使用するディスクアレ 
イのツリーをクリックします。 

ディスクアレイを選択したら、[次 
へ]をクリックします。 


黄まドライブのを S 


STEP 2 / 3 :ディスウアレイの還巧 

i 能里ドライプの巧巧に情巧するディスウアレイを遇巧します。 


イシタ71—スタイプ【 I ) : fsAS jJ 


ディスウアレイ脚： 


日呂 ディスウアレイ #1[66/66GB] 
Hnri 物巧デバイス 甚1脚 
1 ■■■■%物巧デバイス 蝴リ 
^物巧デバイス 甚 3 の 


ディスク7レイの慮り D 






<戻る阻1 

加【叫 > 1 

キ忙かレ1 

1 
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使用するディスクアレイを新たに作成す 
る場合は、[ディスクアレイの追加]をク 
リックします。[ディスクアレイの追加]を 
クリックすると、[ディスクアレイの追加] 
ダイアログボックスを表示します。 

追加するディスクアレイで使用する物理 
デバイスのチェックボックスを作成する 
RAID レペルに必要な台数分オンにしま 
す。オンにしたら [0 K ] をクリックします。 
[0 K ] をクリックすると、新たに作成する 
ディスクアレイが、[論理ドライブの登録] 
ウィザードステップ2/3の[ディスクアレ 
イ]に追加されます。 



(2) RAID 10, RAID 50の RAID 
レペルを選択した場合、論理ドラ 
イブで使用する物理デバイスを 
選択します。 

RAID 10の場合は4台の物理 
デバイスのチェックボックスをオンに 
します 。 RAID 50の場合は6台 
じ I 上でかつ偶数台のチェックボッ 
クスをオンにします。 

物理デバイスを選択したら、[次 
へ]をクリックします。 



手順 7 ステップ3/3では、登 
録する論理ドライブの選択項目 
を選択します。 

[容量]には、作成する論理ドラ 
イブの容量を範囲内の値で入力 
します。作成する論理ドライブの 
RAID レペルが RAID 10、もしく 
は RAID 50の場合、容量は入 
力する必要はありません。[ストラ 
イプサイズ]、[キャッシュモード]、 
[初期化モード]を選択します。 
すべての選択項目を選択したら、 
[次へ]をクリックします。 


黄まドライブのを S 


STEP 3 / 3 :設を項目の還巧 

論巧ドライプの巧巧に情巧する設定ち目を遇巧します。 


測円した RAID レバル： 

1 RAID 5 


容直に)： 

|66 

GB い-日日] 

ストライプサイス’凹： 

1日備 

d 

キがVシュモード阻： 

1自旣切替 

d 

巧期化モ-鬥リ： 

1完全 



<戻る阻」 [ '卜 i| _争松かし」 
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手順 8 ステップ3/3で[次へ] 
をクリックすると、[論理ドライブの 
登録ウイザ-ドの完了]を表示 
します。ウイザ-ドで選択した内 
容で論理ドライブを登録するとき 
は[完了]をクリックします。内容 
を変更したいときは、[戻る]をク 
リックします。 



手順 9 [論理ドライブの 
登録]ウィザ-ドを完了す 
ると、[論理ドライブの作成 
(カスタム)]ダイアログボック 
スのリストに論理ドライブを 
登録します。 



手順 10 複数の論理ドラ 
イブを同時に作成する場 
合、[新規作成]をクリック 
し、作成する個数分、手 
順5〜9を繰り返します。 


黄まドライブの巧巧(カスタム) 


脚視 巧が]ボ也をウリッウし巧が する論 里 ドライプをリストに 登錶します。 
阳 K] ボ也をウリッウ し、 リストに 登鼓している i 能 里 ドライプを巧 巧します。 


裁場な馬城 ......i 肖 ij 瞄瞄」 


まち 

1 RAID レバ;ル 

1容量 

1ストライプサイス’ 

1キ t ッシユモード 

1巧期化モ-ド 

U 苗1 

RAID 己 

66GB 

64 KB 

自旣切替 

売を 

II #2 

RAID 1 

33 GB 

64 KB 

自旣切替 

売を 

II 肯3 

RAID 1 

34GB 

64 KB 

自旣切替 

売を 


立] 


0K I キザシゎル 
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手順 11 作成する論理ドライブをすべて登録したら、 [ OK ] をクリックします。 [ OK ] をクリックするとダイアログボック 
スを閉じて、登録した論理ドライブを作成します。作成した論理ドライブの内容は、ツリービューやプロパティで確認 
します。 

ただし、作成した論理ドライブの初期化は完了していない可能性があります。論理ドライブの初期化の実行状況 
や結果は、オペレーシヨンビューで確認します。 

論理ドライプの作成カスタムモードで使用できるディスクアレイと物理デ 
パイス 


論理ドライブの作成カスタムモードでは、作成する論理ドライブの RAID レペルにより、ディスクアレイ、もし〈は、未 
使用の物理デバイスを使用できます。 

みグ S.M.A.R.T. エラーを検出している物理デバイスは、論理ドライブの作成に使用できません。 


RAID レペルが RAID 〇グ RAID 1 , RAID 5, RAID 6の論理ドライブ 


空き領域が存在するディスクアレイ、もし〈は、未使用の物理デバイスを使用できます。 

空き領域が存在するディスクアレイは、ディスクアレイの末尾の領域に存在する空き領域を使用できます。また、 
作成する論理ドライブの RAID レペルは、ディスクアレイ上で使用している領域に存在する論理ドライブの RAID 
レペルと同じでなければなりません。 

未使用の物理デバイスを使用する場合、[ディスクアレイの作成]ダイアログボックスでディスクアレイを作成した 
上で、そのディスクアレイを使用します。「未使用の物理デバイス」とは、[ステータス]が[レディ]の物理デバイス 
を指します。 


RAID レペルが RAID 10, RAID 50の論理ドライブ 


未使用の物理デバイスのみ使用できます。「未使用の物理デバイス」とは、[ステータス]が[レディ]の物理デバ 
イスを指します。 

論理ドライブの作成カスタムモードによる論理ドライブの作成 

論理ドライブの作成カスタムモードで作成する論理ドライブの内容について説明します。 

RAID レベル 

論理ドライブの作成カスタムモードで作成できる論理ドライブの RAID レペルは 、 RAID 0、 RAID し RAID 5、 
RAID 6 、 RAID 10 、 RAID 50 です。 

I ; RAID レペルは、 RAID 〕ントローラごとにサポートする内容が異なります。サポートしない RAID 

I け I レペルは選択できません。 

論理ドライブの容量 ^ 

作成する論理ドライブの容量は、任意の容量を指定できます。ただし、作成する論理ドライブの RAID レペルが 
RAID 10、もしくは RAID 50の場合は、物理デバイスの領域をすべて使用して論理ドライブを作成します。 


論理ドライブの選択項目 


作成する論理ドライブのその他の選択項目は]下のように決まります。 
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選択項目 


値 


ストライプサイズ 

1 KB , 2 KB , 4 KB , 8 KB , 16 KB , 32 KB , 64 KB , 128 KB , 256 KB , 512 KB , 1024 KB 
から選択できます。 

キかジシュモー ド 

じ1下の3つから選択できます。 

Auto Switch :バッテリの有無、状態により自動的に Write Back と Write 
Through を切り替えるモードです。 

Write Back :非同期書込みを行うモードです。 

Write Through :同期書込みを行うモードです。 

初期化モード 

じ1下の2つから選択できます。 

完全：論理ドライブの管理領域とデータ領域を初期化します。 

クイック：論理ドライブの管理情報が存在する先頭数ブロックのみ初期化します。 


ストライプサイズ、キャッシュモードの種類は、 RAID 〕ントローラごとにサポートする内容が異な 
ります。サポートしない種類の値は選択できません。 


54 






ホットスペアを作成する 

Universal RAID Utility は、障害が発生した物理デバイスを置換するために使用するホットスペアを作成できます。 
ホットスペアには、 レ: I 下の2種類の モー ドがあります。 


モード 説明 


共用ホットスペア 同一 RAID コントローラのすべてのディスクアレイのホットスペアとして使用できます。 

専用ホットスペア 同一 RAID コントローラの特定のディスクアレイのホッにペアとして使用できます。 

いずれのモードにわいても、ホットスペアとして機能するためにはじ I 下の点に留意する必要があります。 

• ホットスペアは、同一のインタフエースタイプの物理デバイスで構成するディスクアレイにのみホットスペアとして機能 
します。 

• ホットスペアは、障害が発生した物理デバイスとホットスペアの容量が同じか、もし〈は、障害が発生した物理デバ 
イスの容量がホットスペアの容量よりもルさい場合のみ機能します。 

• S . M . A . R . T . エラーを検出している物理デバイスは、ホットスペアとして使用できません。 


共用ホットスペアとは 


共用ホットスペアとは、同一 RAID 〕 ントローラのすべての論理ドライブのホットスペアとして機能するホットスペアで 
す。 

(例 1) RAID コントローラに論理ドライブ#1と#2が存在する RAID システムで共用ホットスペアを作成すると、 
共用ホットスペアは論理ドライブ#1 と#2 のホットスペアとして機能します。 

圖 — ^~~1— 

ri 可； 

I 論理ドライブ論理ドライブ I 
#1 #2 I 


共用ホットスペアは、 RAID コントローラのすべて 
の論理ドライブのホットスペアとして機能します。 


図 17 共用ホットスペア 1 



共用 

ホットスペア 


(例 2) 例1の RAID システムに論理ドライブ#3を追加した場合、共用ホットスペアは論理ドライブ#3のホット 
スペアとしても機能します。 


、 


論理ドライブ論理ドライブ 
#1 #2 


論理ドライブ 
#3 



共用 

ホットスペア 


共用ホットスペアは、 RAID 〕ントローラのすべて 
の論理ドライブのホッにペアとして機能します。 


図 18 共用ホットスペア 2 
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専用ホットスペアとは 

専用ホットスペアとは、同一 RAID 〕ントローラの選択した論理ドライブのホットスペアとして機能するホットスペアです。 
専用ホットスペアは、レ: I 下のような特徴があります。 

■ 専用ホットスペアは、選択した論理ドライブのホットスペアとして機能します。 

選択していない論理ドライブにはホットスペアとして機能しません。 

■ 1台の専用ホットスペアを複数個の論理ドライブの専用ホットスペアとして作成することもできます。 

■ 1個の論理ドライブに複数の専用ホットスペアを作成できます。 

ゾ RAID レペルが RAID 0の論理ドライブが存在するディスクアレイには、専用ホットスペアを作 
l ^ gl 成できません。 


(例 1) RAID コントローラに論理ドライブ#1 と#2 が存在する RAID システムで専用ホットスペアを作成します。 
作成する論理ドライブに論理ドライブがのみを選択すると、専用ホットスペアは論理ドライブがのホットス 
ペアとして機能します。論理ドライブ#2のホットスペアとしては機能しません。 


a 



論理ドライブ，論理ドライブ 
#1 #2 



専用 

ホットスペア 


専用ホットスペアは、選択した論理ドライブ 
#1のホットスペアとしてのみ機能します。 


図 19 専用ホットスペア 1 


(例 2) 例1とは異なり、専用ホツトスペアを作成する論理ドライブに論理ドライブがと論理ドライブ#2の両方 
を選択すると、専用ホットスペアは論理ドライブ#1と論理ドライブ#2の両方のホットスペアとして機能しま 


す。 



例 1) とは異なり論理ドライブ#2も選択したため、論理ド 
ライブ#1と#2 の両方のホットスペアとして機能します。 


図 20 専用ホットスペア 2 
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(例 3) 例 1 の RAID システムで、物理デバイスの障害発生に対する備えをさらに強化するため、論理ドライブ 
#1の専用ホットスペアをもう1台追加することもできます。この場合、専用ホットスペア#1と#2は2台と 
も論理ドライブ#1のホットスペアとして機能します。論理ドライブ#2のホットスペアとしては機能しません。 



専用ホットスペア#1と#2は、2台とも論理ド 
ライブ#1のホットスペアとして機能します。 


図 21 専用ホットスペア 3 


(例 4) 例2の RAID システムも、例3のように論理ドライブ#し#2の専用ホットスペアをもう1台追加するこ 
ともできます。この場合、専用ホットスペア#1 と#2 は論理ドライブ#1 と#2 の両方のホットスペアとして機 
能します。 



共用ホットスペアの作成 

共用ホットスペアを作成する手順を説明します。 


手順 1 RAID ビューアを起動します。 


手順 2 ツリ-ビュ-で[ス 
テータス]が[レディ]の物 
理デバイスをクリックします。 
隅们にュ-で[ホット 
スペア]をポイントし、[共 
用ホットスペアの作成]を 
クリックします。 


RAID Utility - RAIDE ユーア 


: F] 
Zom 

わ R 

.运 
■E 

£ 

立 


巧巧に）_ツール〔 I ) _ 


T 論巧ドライブの巧成〔白 ► 

プザー1■亭止区） 


留合性チ I ッウに） 

巧期化(リ ► 

論里ドライプの肖 I ]瞄に] 


>巧止 ( Q 〕 


A 肖縣瞄 


.くレーシヨ:/ 

巧象 


リピルドほ] 


ホットが:ア[山 


Sd な制わライ M 叫 
^強制わライ >旧 

実装 f 立置表示 f ラ:/プ IfU 


共巧ホットスパア巧成〔旦） 


専巧ホットスパア巧成凹.-- 
ホットが:ア I ?蹄ほ） 
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手順 3 共用ホットスペアを作成後、物理デバ 
イスのプロパテイを参照すると、[ステータス]の 
値が[ホットスペア]になり、新たに[ホットスペア 
情報]という項目を表示し、値が[共用]となり 
ます。 



き用ホットスペアの作成 


専用ホットスペアを作成する手順を説明します。 


手順 1 RAID ビューアを起動します。 


手順2ツリ-ビュ-で[ス 
テータス]が[レディ]の物 
理デバイスをクリックします。 
隅们にュ-で[ホット 
スペア]をポイントし、[専 
用ホットスペアの作成]を 
クリックします。 


RAID Utility - RAIDE ユーア 


で） 

"om 

が 


巧巧に） ツール杠) 

■■ 論巧ドライブの巧成[白 ► 

プザー1■亭止怪） 


>巧止祖] X 肖 I 聯脚 


くレーソヨ^ 


…. [ 
…ム 

… .k 

….占 


堅合性チ I ッウに） 

巧期化(リ ► 

i 能里ドライプの肖1聯凹 


リピル門が 

…ム 


ホットスパア[山 ► 

共巧ホットスパア巧成〔旦） 

…ム 


な制た/ライ >[叫 

専巧ホットが:ア巧成に)… 


be - 

な利ねライ >旧 

ホットスパア1?蹄化） 



実装に置表示〔ラ:/プ) じ） ► 



巧象 
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手順 3 [専用ホットスペアの作成]ダイアログ 
ボックスを表示します。専用ホットスペアを作成 
するディスクアレイのチェックボックスをオンにします。 
複数のディスクアレイの専用ホットスペアとするこ 
ともできます。なわ、[選択した物理デバイスの容 
量]よりも必要容量が大きしザィスクアレイの専 
用ホットスペアにはできません。 

[0 K ] をクリックすると、専用ホットスペアを作成 
します。 



手順 4 専用ホットスペアを作成後、物理デバ 
イスのプロパテイを参照すると、[ステータス]の 
値が[ホットスペア]になり、新たに[ホットスペア 
情報]という項目を表示し、値が[専用(デイス 
クアレイ # X )] となります。 


R まデ"イスのブ [ m ティ 


之] 


王ぉ I 


巧目 1 

値 1 

を号 

4 

ID 

3 

I シウ□ージ t 

1 

ス□ツト 

4 

イン与つ王ース. 

SAS 

裝這元/製品ぶ 

SEAGATE ST 373455 SS 

7 ァームウ I アバ ージ ヨシ 

0001 

シリアル番号 

3 LQ 03 VJB 

容量 

67 GB 

ステ-ウス 

ホ）トスパア 

ホットが:ア情卽 

専巧【ディスウアレイ# 1 ) 

S.M.A.R.T. 

正巧 


0 K キ枯もし 適巧地 
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ホットスペアの解除 

ホットスペアを解除する手順を説明します。 


手順 1 RAID ビューアを起動します。 


手)嗎2ツリービユーでステ 
-タスが「ホットスペア」の物 
理デバイスをクリックします。 
嗎们にユ-で[ホット 
スペア]をポイントし、[ホッ 
トスペア角军除]をクリックし 
ます。 


RAID Utility - RAIDE ユーア 


: F ] 
"om 

み R 

e 

1 


巧巧に）_ツール m _■^ルプ陋} 


蘇里ドライプの巧成旧 
プザー1■亭止区] 

留合性チ I ッウに） 

巧期化(リ 

論里ドライプの肖 I 聯脚 
リピルド化] 


1-0 ホットが:ア[山 


強制わライ >( 山 
如強制わライ >旧 

実装 f 立置表示 f ラ:/プ IfU 



>巧止 { 旦〕 


X 肖縣做 


-くレーシヨ:/ 

巧象 


共巧ホットスパア巧成(旦] 
専巧ホットスパア巧成也).-- 
ホットスパア I ?蹄ほ） 


手順 3 ホットスペアを解除後、物理デバイスの 
プロパテイを参照すると、[ステータス]の値が[レ 
デイ]になり、[ホットスペア情報]とし、う項目は 
表示しません。 


R まデ " イスのブ [m ティ 


2SI 


± が I 


巧目 1 

値 1 

をち 

4 

ID 

3 

Iシク□ージャ 

1 
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4 
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SAS 

裝這元/製品を 

SEAGATE ST 373455 SS 
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シリアルを号 
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容畳 

肝日 B 

ステークス 

レディ 

S.M.A.R.T. 

正巧 



0K キ枯もし 適巧化] 
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論理ドライブを削除する 




Universal RAID Utility は、不要になった論理ドライブを削除できます。 

I 11-0 論理ドライブの削除は、アドバンストモードでのみ使用できる機能です。 


11盧 


• 論理ドライブを削除する前に、論理ドライブ中に必要なデータが存在しないか確認して〈ださい。 
論理ドライブを削除すると論理ドライブ中のデータはすべて失われます。 


II ー レ: I 下の条件を満たす論理ドライブは削除できません。 

ISI • ブートパーテイシヨンが存在する論理ドライブは削除できません。 

II • ディスクアレイの最後に位置しない論理ドライブは削除できません。 


論理ドライブの削除 


論理ドライブを削除する手順を説明します。 

手順 1 RAID ビューアを起動します。 

手順2ツリービューで削除する論理ドライブをクリックします。 
嗎们にュ-で[論理ドライブの削除]をクリックします。 


ersal RAID Utility - RAIDE ユーア 


旧巧巧に）ツ-ル( I ] ■^ルプ[山 


Com 


論巧ドライプの巧成〔白 ► 

み R 
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プザー1■亭止だ） 
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j …ム 
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Ll 
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j …ム 

IJ ドルド W 


H 引 
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1^10システ厶の；1ンテナンス 


Universal RAID Utility を使用した RAID システムのメンテナンスについて説明します。 

物理デバイスをパト□—ルリードする 


「パ阳ールリード」は、 RAID システムのすべての物理デバイスに対して、データの全面読み込みを行い、読み込みエラ 
-が発生しなしかをバックグラウンドで繰り返し確認する機能です。 Universal RAID Utility は、パトロールリードの実行 
有無、パトロールリードを実行する優先度を変更する機能を提供します。 

パトロールリードは、物理デバイスの;^ディアエラーなどの障害を早期に発見するために有効な機能です。パトロールリー 
ドをサポートする RAID コントローラの場合、つねに実行するようにしてください。 

I frO パトロールリードに関する操作は、アドバンストモードでのみ使用できる機能です。 


パトロールリ-ド実行有無の設定 


パトロールリードの実行有無は、 RAID 〕ントローラごとに設定します。パトロールリードの実行有無を設定する手順 
を説明します。 


手順1 RAID ビューアを起動します。 


手順2 ツリービューで RAID コントローラをクリックし、[ファイル]ニューで[プロパティ]をクリックします。 


手順3 [RAID コントローラのプロパティ]で、 
[オプション]タブをクリックします。[パトロールリー 
ド]の値を[有効]もし〈は、[無测に変更し 
ます。 [ OK ] もしくは[適用]をクリックします。 



RAID 〕ントローラの種類によってはパトロールリード機能をサポートしていないことがあります。パト 
I 口 4 I □—ルリ-ド機能をサポ—卜していない場合、[オプション]タブの[パトロ —ルリ—ド]、[パトロ —ルリ 
ード優先度]の項目を表示しません。 
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巧目 _ I 値 

リピル鬥易ホ度 高 

崔合,吐チェッウ原を度 や 

バト□ールリード ち如 

バト□ールリード情出度 「中 

プザー|髓 ^ 

m 


パトロールリードをその〕ンヒユータ内で実行する優先度を設定することができます。パトロールリードの優先度を設 
定する手順を説明します。 

手順1 RAID ビユーアを起動します。 

手)嗎2ツリービューで RAID コントローラをクリックし、[ファイル]メニューで[プロパテイ]をクリックします。 


手順3 [RAID コントローラのプロパテイ]で、 
[オプション]タブをクリックします。[パトロールリー 
ド優先度]の値を[高]もし〈は、[中]、[倒 
に変更します。 [0 K ] もしくは[適用]をクリック 
します。 




を股がシも| 


0 K 


キが片：ル 


適巧地 


論理ドライブの整合性をチェックする 


「整合性チェック」は、論理ドライブのデータ領域のデータとパリティの整合性をチェックする機能です。 Universal RAID 
Utility は、整合性チェックの起動、停止、整合性チェックを実行する優先度を変更する機能を提供します。 

整合性チェックは、物理デバイスのメディアエラーなどの障害を早期に発見するためにパトロールリードに次いで有効な 
機能です。パトロールリードをサポートしない RAID 〕ントローラの場合、定期的に整合性チェックを実行するようにしてく 
ださい。 Universal RAID Utility をインストールすると、パトロールリードをサポートしない RAID 〕ントローラには、定期的 
に整合性チェックを実行するよう設定します。 

I n-O 整合性チェックの起動、停止は、スタンダー巧ード、アドバンストモードのどちらでも使用できます。 
m 整合性チェックを実行する優先度の変恐ま、アドバンストモードでのみ使用できる機能です。 


パトロ—ルリ-ドの実行結まの確認 


パトロールリードの実行結果は、 Universal RAID Utility の RAID □ グで確認できます。 
パトロールリードで何らかの問題を検出したときは、 RAID ログにログを記録します。 

パトロールリード優先度の設定 


RAID ] シト□ーラのブ□バテイ 




63 





























整合性チェックの手動実行 


整合性チェックは、論理ドライブごとに実行します。整合性チェックを起動する手順を説明します。 


手順1 RAID ビューアを起動します。 


手順2ツリ-ビュ-で論理ドライブをクリックし、[操作]ニュ- 
で禮合性チェック]をクリックします。 


ersal RAID Utility - RAIDE ユーア 


旧 

Com 


巧 巧に） ツール ( T ) レプ ( H ) 

論巧ドライブの巧成(日 ► 

プザー巧止区] 


堅合性チ I ッウに） 



H 亭丄 

忘 


巧期化 〔1] 

i 能里ドライプの肖 I 聯瞄 

U ドルド W 


手順3 整合性チェ 
ックを開始すると、[才 
ペレーシヨンビュ ー] に 
整合性チェックの実 
行状況を表示します。 


〇 1■亭止脚」 X 肖り蹄做 
寸パレーシヨ:^ 占寸象 


、裝合 "1 性チ:[ツウ RADII ：/ 卜□ーラ 


#1 



リピルド RAIDID トトラ別物巧デバイス 脖3 完了 

巧期化 RAIDID トトラ# 1 論理ドライプ# 1 完了 


手順4整合性チェックが完了すると、オペレーシヨンビューの[状態]が[完了]となります。 

整合性チェックは、[ステータス]が[オンライン]じ I 外の論理ドライブへ実行できません。 
ItsTl 整合性チェックは、 RAID レペルが RAID 0の論理ドライブへ実行できません。 


raidcmd による整合性チェックの実行 


整合性チェックのスケジュール実行用に Universal RAID Utility は raidcmd を提供します。 

raidcmd は、任意の論理ドライブ、もしくは、パトロールリードをサポートしない RAID 〕ントローラのすべての論理ドラ 

イブへ整合性チェックを行う2つの機能を提供します。 


任意の論理ドライブへの整合性チ王ックの実行 


任意の論理ドライブへ整合性チェックを実行するには、 raidcmd の CC サブ〕マンドを使用します。 

raidcmd の CC サブコマンドの機能はじ I 下のとわりです。 

[概要] 

指定した論理ドライブへ整合性チェックを実行します。 

ステータスが[オンライン]じ I 外の論理ドライブには実行できません。 

RAID レペルが RAID 0の論理ドライブには実行できません。 

[お式] 

raidcmd cc - c 二く controller - I =< loaicalarive > - op=start 
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引数 


説明 


-c= <controlier> 


-1= <logicaldrive> 
-op=start 


整合性チェックを実行する論理ドライブが存在する RAID コント ローラを 指定しま 
す。 

く controller 〉 \コントローラ番号 

整合性チェックを実行する論理ドライブを指定します。 

<logicaldrive> :論理ドライブ番号 

整合性チェックの開始を指定します。 
start :開始 


raidcmd は、パスを指定して実行するか、カレントフォルダを変更して実行して〈ださい。 

l^gl 

パトロールリードをサポートしない RAID 〕 ントローラのすべての論理朽イブへの整合性チ エツ 
クの実行 


パ阳ールリードをサポートしない RAID 〕ントローラのすべての論理ドライブへ整合性チェックを実行するには、 
raidcmd の CCS サブ〕マンドを使用します。 


raidcmd の CCS の機能はじ I 下のとわりです。 

[概要] 

Universal RAID Utility が管理するすべての RAID 〕ントローラについて、パトロールリードをサポートしない 
RAID コントローラの場合、 RAID コントローラに作成しているすべての論理ドライブへ整合性チェックを実行し 
ます。パトロールリードをサポートする RAID コントローラの場合、イ巧もしません。 

ステータスが[オンライン]じ I 外の論理ドライブには実行できません。 

RAID レペルが RAID 0の論理ドライブには実行できません。 

[形式] 

raidcmd ccs 

raidcmd は、パスを指定して実行するか、カレントフオルダを変更して実行して〈ださい。 

l^gl 


スケジュール実行の手段 


raidcmd をスケジュール実行するには、 Windows のタスクなどのジョブ管理アブ J ケーシヨンを使用します。 


Universal RAID Utility の提供するタスク 


Universal RAID Utility は、パトロールリードをサポートしない RAID 〕ントローラで;^ディアエラーなどの障害を早 
期に発見できるように、整合性チェックをスケジュール実行するタスクを作成します。 Universal RAID Utility をイ 
ンストールすると、 Windows のタスクにじ I 下のようなタスクを登録します。 

実行スケジュールの変更や、タスクの削除は、 Windows のタスクで行います。タスクの使い方については、 
Windows のヘルプなどを参照して〈ださい。 


項目 


説明 


タスク名 
実行曜日 
開始時刻 
実行コマンド 
実す j アカウント 


整合性チェック 
水曜日 
AM 0:00 

(Universal RAID Utility インストールフォルダ ) ¥di¥ 「 aidcmd.exe ccs 
NT AUTHORITYVSYSTEM 
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整合性チェックの停止 


実行中の整合性チェックのオペレーシヨンを途中で停止することができます。整合性チェックを停止する手順を説明 
します。 


手順 1 整合性チェックを実行中に[オペレーシヨンビュ ー] を参照します。 


手順2 整合 
性チェックを停止 
したい[整合性 
チェック]の オペ 
レーシヨンを クリッ 
クします。オペ レ 
ーシヨンビューの 
[停止]をクリツ 
クします。 


卿巧止脚 ,^ 肖り蹄の] 


寸なザ 心 


巧象 


が態 


堅合 I 性チ I ッ。 


RAID 工/卜□、 




リピルド RAIDID 卜□うぜ1物巧デバイス苗3 完了 

巧期化 RAIDID トトラ#1論理ドライプ宵1 完了 


手順 3 整合性チェックが停止すると、オペレーシヨンビューの[状態]が[停止]となります。 


整合性チェックの実行結果の確認 


整合性チェックの実行結果は 、 Universal RAID Utility の RAID □グで確認できます。 
整合性チェックで何らかの問題を検出したときは 、 RAID ログにログを記録します。 


整合性チェック優先度の設定 


整合性チェックをその〕ンピュータ内で実行する優先度を設定することができます。整合性チェックの優先度を設定 
する手順を説明します。 

I fi-O 整合性チェック優先度の設定は、アドバンストモードでのみ使用できる機能です。 

I1 」 


手順 1 RAID ビューアを起動します。 
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手)頃 2 ツリービユーで RAID コントローラをクリッ 
クし、ロアイル]ニユーでロロ パティ] をクリッ 
クします。 [ RAID コントローラの プロパティ] で、 
[オプション]タブをクリックします。禮合性チエッ 
ク優先度]の値を[高]もし〈は、[中]、[倒 
に変更します。 [0 K ] もしくは[適用]をクリック 
します。 



論理ドライブを初期化する 


「初期化」は、論理ドライブの全領域に0を書き込み内容を消去します。論理ドライブの内容をすべて消去したし化きに 
使用します。 

「初期化」には、レ: I 下の2つのモ-ドがあります。 


モード 説明 


完全 論理ドライブの全領域に0を書き込み、内容を完全に消去します。 

クイック 論理ドライブの管理情報が存在する先頭数ブロックにのみ0を書き込みます。オペレーティ 

ンヴシステムのインストル情報やパーティシヨン管理情報のみ消去します。先頭の数ブロッ 
クに〇を書き込むだけなので、完全モードよりも早〈終了します。ただし、0を書き込んでいな 
し作頁域が存在するため、論理ドライブ内のデータの整合は整ってしけせん。 



盧 



初期化に関する操作は、アドバンストモードでのみ使用できる機能です。 

[クイック]モードで初期化した論理ドライブに整合性チェックを行うと、整合が整っていないのでデータ 
不整合エラーが発生する場合があります。 

ブートパーテイシヨンが存在する論理ドライブは初期化できません。 


初期化の実行 

初期化は、論理ドライブごとに実行します。初期化を実行する手順を説明します。 
手順 1 RAID ビューアを起動します。 
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手順 3 初期化を開 
始すると、[オペレーシ 
ヨンビュ ー] に初期イヒ 
の実行状況を表示し 
ます。 


© 1■亭止脚 


オパレーシヨ :> 


リピルド 
裝合 I 性チ I ッウ 
リピルド 


巧象 


RAID 工/卜□う苗1物巧デバイス枯 .3 
RAIDID 卜□ーラお1論巧ドライプ#1 
RAID 工4□う#1物巧デバイス#3 


手順2初期 
化を停止したい 
[初期化]の才 
ペレーシヨンをクリ 
ックします。オペ 
レーシヨンむ一 
の [停止] をクリ 
ツクします。 


リピルド 
袋合 I 性チ I ッウ 
リピルド 

!! 71 甘 9 <レ 


RAID 工/卜□う冉1物巧デバイス冉3 
RAIDID 卜□-ラ存1蘇里ドライプ冉1 
RAID 工小□う#1物巧デバイス冉3 


D A Tn - i 、. L n 一二 


= 互: T 田 じニバ 


手順 4 初期化が完了すると、オペレーシヨンビユーの[状勒が[完了]となります。 

初期化の停止 

実行中の初期化のオペレーシヨンを途中で停止することができます。初期化を停止する手順を説明します。 
手順 1 初期化を実行中に[オペレーシヨンビュ ー] を参照します。 


巧期化〔リ 


k 


i 能里ドライプの肖 I 聯脚 


完全旧 
ウイッウに） 


■…しがの 


手順2ツリービユーで論理ドライフをクリツ 
クし、隅作]にユ-で[初期化]をポイ 
ントし、恃全]、もし〈は、にイツク]をクリツ 
クします。 


手順 3 初期化が停止すると、オペレーシヨンビューの[状態]が[停止]となります。 


初期化の実行結まの確認 


初期化の実行結果は 、 Universal RAID Utility の RAID □グで確認できます。 
初期化で何らかの問題を検出したときは 、 RAID ログにログを記録します。 


RAID Utility - RAIDE ユーア 


巧巧に） ツール ( T ) _ Aj レブ化} 


論巧ドライプの巧成[曰 
プザー1■亭止怪） 


堅合 I 性チウに） 


:レ-シも. 


1■き止但] 


X 肖 I 聯脏 


巧象 


© 1■亭止脚 

iX 肖り蹄也） 

ォな■づ^グ 

巧象 



9 NHNNIii5SE3H@S39NN 


乂 肖 ij 蹄也) 


巧期化 RAIDID 卜□ーラ#1 


神期化 RAID ] V 卜□ーラ#1 


能里ドラ イプ#1 実行中 






{が軒 E 


白 


m R i I 

由 ；.. i ……： 
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手順 3 リビルドを開 
始すると、[オペ レーシヨ 
ンビュ ー] にリビルドの 
実行状況を表示しま 
す。 


© 1■亭止脚 X 肖り蹄の) 


オパレーシヨ :> 


J 対象 


堅合 I 性チ:[ック RAID 工/卜□ーラ#1蘇里ドライプ冉1 

リピルド RAIDID 卜□ーラ存1物巧デバイス存3 

巧期化 RAID 工/卜□-ラ冉1自能里ドライプ冉1 


手順 4 リビルドが完了すると、オペレーシヨンビューの[状態]が[完了]となります。 

リビルドの停止 


実行中のリビルドのオペレーシヨンを途中で停止することができます。リビルドを停止する手順を説明します。 
I trO リビルドの停止は、アドバンストモードでのみ使用できる機能です。 


手順 1 リビルドを実行中に[オペレーシヨンビュ ー] を参照します。 


物理デパイスをリビルドする 


「リビルド」は、故障などで物理デバイスを交換するとき、新しい物理デバイスを論理ドライブに組み込むことを指します。 
通常、リビルドは、スタンバイリビルドやホットスワップ J ビルドとし巧 RAID 〕 ントロ-ラの機能により、自動的に J ビルドが動 
作します。そのため、手動でリビルドを巧う機会は多〈ありませんが、手動でリビルドを巧うときは 、 Universal RAID 
Utility を使用します。 

I «-〇 手動でのリビルドは、アドバンストモードでのみ使用できる機能です。 


リビルドの実行 


リビルドは、物理デバイスに実行します。リビルドを実行する手順を説明します。 

手順 1 リビルドで使用する物理デバイスを RAID 〕 ントローラに接続する必要があるときは、このタイミングで接続 
します。物理デバイスの接続が完了したら、 RAID ビューアを起動します。 


手順2ツリービューでリビルドに使用する物理デバイスをクリック 
し、[操作]メニューで[リビル鬥をクリックします。 


ersal RAID Utility - RAIDE ユーア 


旧 

Com 

牺 


台 


巧巧に）ツール(ェ）_ AJ レプ 〔 H ：) 


蘇里ドライプの巧刷日 

プザー巧止区] 

► 

裝合性チ I ッウに） 


巧期化〔 I ] 

► 

i 能里ドライプの肖 1] 蹄に） 



H き丄 


リピル門 S ) 


^ ホットスパア〔山 


リピルド RA の: D 卜□う#1物理デバイス冉3 実巧や日％ 


氣軒{が 
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手順 2 リビルド 
を停止したい 
[リビル鬥のオペ 
レーシヨンをクリツ 
クします。オペレ 
ーシヨンビューの 
[停止]をクリツ 
クします。 


堅合 I 性チ I ッウ RAID 工/卜□う# 1 自能里ドライプ# 1 

リピルド RAIDID トトラ冉 1 物巧デバイス# 3 

巧期化 RAID 工/卜□う# 1 蘇里ドライプ冉 1 


手順3リビルドが停止すると、オペレーシヨンビューの[状態]が[停止]となります。 


リビルドの実行結まの確認 


^ 

© 1■亭止脚 

JA 肖り蹄也] 



才巧す r 巧急： 「状能 


止ピルド RAIDID 卜□ーラ#1物巧开 W ス#3 実行中巧％; 


リビルドの実行結果は、ツリービューとプロパティ、わよび 、 Universal RAID Utility の RAID ロクで確認できます。 

リビルドが成功すると、リビルドに使用した物理デバイスのツリービューのアイコンが[オンライン]アイコンに変化します。 
また、物理デバイスのプロパティの[ステータス]が[オンライン]になります。 

リビルドで何らかの問題を検出したときは 、 RAID ログにログを記録します。 


物理デバイスの実装位置を確認する 

- ニニ --- マ .- 二 - -•^--3 二 ^- r 三 -• 二： -- --1WIPMWW.III ! 让 11.1 .k り 


「実装位置の確認」は、 RAID ビューアで表示する特定の物理デバイスが、本体装置やエンクロージャのどのスロットに 
実装しているのか知りたいときに使用します。具体的には、「実装位置の確認」は、指定した物理デバイスを実装して 
いる本体装置やエンクロージャの DISK ランプを点灯(装置の種類によっては点滅)します。 DISK ランプが点なしている 
物理デバイスを探せば、 RAID ビューアで「実装位置の確認」を実行した物理デバイスを特定できます。 

—<5 RAID ビューアでは、 DISK ランプの点'月7消なを識別できません。そのため、複数の物理デパイ 

m スで同時に DISK ランプを点なすると、物理デパイスの実装位置を確認できなくなる可能性があ 
ります。物理デバイスの DISK ランプは、1台ずつ点灯して実装位置を確認するようにして〈ださ 
し、。ランプを点灯した物理デパイスの番号をイモしてわくと、消なするときに便利です。 


実装位置の確認手順 


実装位置の確認は、物理デバイスに実巧します。実装位置の確認手順を説明します。 


手順1 RAID ビユーアを起動します。 


{が軒{が 
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がルド姐 

ホットスパア 〔山 ► 

強制わライン〔叫 
強制わライ：/〔日 


巧巧に）_つ-ル(立 


論巧ドライプの巧成[日 ► 

プザ-巧止圓 


>1■亭止(旦] X 肖 I 聯(巨 


堅合 I 性チ I ッウに） 
初期化の 

論里ドライプの肖 I ]蹄但） 


くレーンョ:/ 


巧象 


手順2ツリーむ一で実装位置の確認を 
行う物理デバイスをクリックし、嗎们；^ニュ 
-で[実装位置表示(ランプ)]をポイント 
し、[オン]をクリックします。[オン]をクリック 
すると、物理デバイスの DISK ランプが点灯 
(装置の種類によっては点滅)します。 


旧 

Com 


実装垃虽表示(ラ: V プ ) 止） ► 

わ 〔山 


1 

わ旧 


手順 3 DISK ランプを消灯するには、ツリ 
ービューで実装位置の確認を行う物理デバ 
イスをクリックし、[操作]メ ニ ューで读装 
位置表示(ランプ)]をポイントし、[オフ]を 
クリックします。[オフ]をクリックすると、物理 
デバイスの DISK ランプが消灯します。 


ersal RAID Utility - RAIDE ユーア 


旧 

Com 


巧巧に）_可-ル 〔 T ) 


お） 


論巧ドライプの巧成拒〕 

プザー巧止圓 

卜 

堅合1性チ I ッウに） 


巧期化〔 I ) 

► 

蘇里ドライプの肖 1] 蹄に） 


リピル門 S ) 


ホットが:ア 〔山 

► 


なま时:/ラむ(山 
強制わライン[日 


>1■亭止(旦〕 


K 肖 1] 除(巨 

ィレーンむ 

巧象 


実裝位置表示〔ラ:/プ ) 〔U 


I 


む [山 


ね旧 


物理デパイスのステータスを強制的に変更する 

「物理デバイスのステータス強制変更」は、；^ンテナンス作業などで物理デバイスの[ステータス]を強制的に[オンライン] 
や[故障]に変更したいときに使用します。通常の運用にわいては使用しない機能です。 

I «-〇 物理デパイスのステータス強制変更は、アドバンストモードでのみ使用できる機能です。 


I け I 


物理デバイスのステータス強制変更は、物理デバイスの状態(故障の度合いが大きいときなど)によつ 
ては変更したいステータスに変化しない可能性もあります。 


ersal RAID Utility - RAIDE ユーア 


f f J 
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[オンライン]への変更 


物理デバイスの[ステータス]を強制的に[オンライン]へ変更するには、強制オンラインを使用します。強制オンライ 
ンを実行する手順を説明します。 


手順1 RAID ビューアを起動します。 


手順2ツリービューで[ステータス]が[故障]の物理デバイス 
をクリックし、隅作]ューで[強制オンライン]をクリックしま 
す。 

強制オンラインに成功すると、物理デバイスの[ステータス]が[才 
ンライン]になります。 


ersal RAID Utility - RAIDE ユーア 


旧巧巧阻ツ-ルの叫け山) 


Com 





白 

一 


L 


■ 

論巧ドライブの巧成{白 ► 

プザー f き止に] 


留合性チ I ッウに） 

巧期化〔リ ► 

論里ドライプの肖 1] 蹄脚 


リピルドほ） 


ホットスパア化） ► 


強制むライ:4山 


強制わライ >旧 

実爲 f 立置表示 f ラ:/： nfu ► 




[故障]への変更 


物理デバイスの[ステータス]を強制的に[故障]へ変更するには、強制オフラインを使用します。強制オフラインを 
実行する手順を説明します。 


手順1 RAID ビューアを起動します。 


手順2ツリービューで[ステータス]が[オンライン]の物理デバ 
イスをクリックし、[操作]メニューで[強制オフライン]をクリック 
します。 

強制オフラインに成功すると、物理デバイスの[ステータス]が[故 
障]になります。 


ersal RAID Utility - RAIDE ユーア 



巧巧に） ツール〔エ） AJ レプ 〔 H ) 
■ 蘇里ドライプの巧刷日 ► 

プザー f き止に] 

留合性チ I ッウに] 

巧期化〔リ ► 

論里ドライプの肖 I ]蹄化） 




£ リピル鬥 S ) 

白し A ホットスパア 〔 H ) ► 


強制わライ >【山 
^強制わラむ旧 

実爲 f 立置表示 f ラ:/ブ IfU ► 
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RAID システ厶の障害監視 


Universal RAID Utility は、 RAID システムの障害を監視するために、さまざまな手段を提供してしけす 。 Universal RAID 
Utility が提供する障害監視機能をイメージにすると]下のようになります。 


Universal RAID Utility 



障害検出手段 1 

RAID コントローラ 
が検出する RAID 
システムの障害は 
、 RAID ビューアに表 
/ J 、 しま9 ' 。 



RAID システム 


障害検出手段2 

RAID システムで 
発生したすべての 
イベントを RAID 口 
ヴへ記録します。 
RAID ログの内容 
はログビューアで参 
照できます。 


障害検出手段 3 
RAID コントローラ 
にブザーを搭載し 
ている場合、障害 
の発生をブザーを 
鳴らして知らせま 
す。 


\ ESM 



PRO/ServerManaaer 


保守サービス会社 


障害検出手段 4 

RAID ログに記録 
するイベントのう 
ち、重要なものは 
Windows のイペン 
トロヴにも記録しま 
す。 


障害検出手段 5 

Windows のイペントログに 
記録したイペントは、 
ESMPRO/ServerManag 
e 「 ヘアラートを送信しま 
す。また、 Express 通報サ 
-ビスこより、保守サービス 



ブザー 


会社にもアラートを送イ言し y 
\ ます。 

Windows 

、 イぺン阳グ 


図 23 RAID システムの障害監視イイージ 


本章では 、 Universal RAID Utility を使用した RAID システムの障害監視について説明します。 


障害検出の手段 


Universal RAID Utility は、「図23 RAID システムの障害監視イ; c - ジ」のように様々な障害検出手段を提供してい 
ます。じ I 下、それデれについて説明します。 


RAID ビューアによる状態表示 


RAID ビューアは、 RAID システムの状態をツリービューの各コンポーネントのアイコン、わよび、プロパティの[ステータ 
ス]に表示します。 

ツリービュー上の各コンポーネントのアイコンの詳細については、「ツリービュー」を参照して〈ださい。プロパティ中の[ス 
テータス]の詳細については、 「 RAID システムの情報参照」を参照して〈ださい。 
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RAID ログへのイペントの記録 


Universal RAID Utility は、 RAID システムで発生したイベントをすべて Universal RAID Utility の RAID □グに記 
録します。 

RAID ログの内容は、ログビューアで参照できます。 

ログむーアの詳細については、「ログビューアの機能」を参照して〈ださい。 


RAID コント ローラのブザー 


RAID コントローラにブザーを搭載している場合、発生した障害の種類によっては RAID 〕 ントローラがブザーを鳴らし 
ます。 


ブサーの停止 

RAID 〕ントローラのブザーは、手動で停止しない限り鳴り続けます。ブザーを停止する手順を説明します。 


手順 1 RAID ビューアを起動します。 


手順2ツリービューで障害が発生している〕ンポーネントを確認します。 


手順 3 障害が発生しているコンポーネントが存在する 
RAID コントローラをクリックし、 [操作] ューで ロザー停 
止]をクリックします。 


lersal RAID Utility - RAIDE ューァ 

旧 

1巧巧に）1 

ツ-ルの ■^ルプ山） 


Com 

u 自能 I ドライプの巧成[白 ► 

H 亭 iJ 

み R 

プザー1■亭止固 

反 

: 6 

: し 

堅合性チ I ッウに） 


[ブザー停止]の; C ニュー項目は、ブザーが鳴っていても、鳴っていなくてもクリックできます。ブザ 
I け1-が鳴っていないときは何も機能しません。 


Windows イペントログへのイペントの記録 


Universal RAID Utility は 、 RAID ログに記録した RAID システムのイペントのうち、重要なイベントは Windows の 
イベン阳グ(システム)にも記録します。 Windows のイベントログの内容は、イベントビユーアで参照できます。 
Windows のイベントログに記録するイベントについては、「付録 B : ログ/イベントー覧」を参照して〈ださい。 


ESMPRO / ServerManager へのアラート送信 


Universal RAID Utility は、 Windows のイペントログ(システム)に記録した RAID システムのイペントのうち、コンピ 
ュータの運用管理に影響がある重要なイベントを ESMPRO / ServerManager ヘアラートとして送信します。アラート 
の送信には、 ESMPRO / ServerAgent のイベント監視機能を使用します 。 Universal RAID Utility をインストールし 
ている〕ンピュータに ESMPRO / ServerAgent をインストールし、かつ、アラートを送信する設定を行うと 、 Universal 
RAID Utility が検出する RAID システムのイペントは、自動的に ESMPRO / ServerManager ヘアラート送信される 
ようになります。 

ESMPRO / ServerManager へ通報するアラートについては、「付録 B : ログ/イベントー覧」を参照して〈ださい。 

咖； ESMPRO / ServerAgent のアラート送信については、 ESMPRO / ServerAgent のドキュメントなど 

I 1を参照してください。 
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ESMPRO / AlertManager の通報連携を使用するには 


ESMPRO / ServerManager へ送信したアラートを、7ネージャ間通信機能で転送したり、 
ESMPRO / AlertManager の通報連携で使用したりするときは、 ESMPRO / ServerManager をインストールして 
いる〕ンピュータに下のレジストリを追加します。 

レジストリキー 

x 86 の場合： 

HKEY _ LOCAL _ MACHINE ¥ SOFTWARE ¥ NEC ¥ NVBASE ¥ AlertViewer ¥ AlertType¥URAIDUTL 
x 64 の場合： 

HKEY LOCAL MACHINE ¥ SOFTWARE ¥ Wow 6432 Node ¥ NEC ¥ NVBASE ¥ AlertViewer ¥ AlertType¥UR 
AIDUTL 


値 


名前 

種類 

データ 

WavDefault 

REG_SZ 

Server.wav 

An i Default 

REG_SZ 

Default.bmp 

Image 

REG_SZ 

Default.bmp 

Smalllmage 

REG_SZ 

Default.bmp 


アクセス権 

オペレーテイングシステムが Windows XP(Home Edition は除く )、 Windows 2000 、 Windows Server 2003、 
Windows NT の場合は、前述のレジストリキーにじ I 下のアク t ス権を設定します。 


名前 

種類 

Administrators 

フルコントロール 

Everyone 

読み取り 

SYSTEM 

フルコントロール 

ESMPRO ユーザグループ 

フル]ントロール 


ESMPRO ユーザグループは、 ESMPRO / ServerManager のインストール時に指定した、 

I け I ESMPRO を使用するユーザを管理するグループの名称です。グループ名がわからない場合、 
じ I 下のレジストリを参照します。 

レジストリキー: HKEY _ LOCAL _ MACHINE ¥ SOFTWARE ¥ NEC¥NVBASE 
ィ直 ： LocalGroup 
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种理デバイスの故障を監視する 

RAID 〕ン阳ーラが検出する物理デバイスの故簡ま 、 Universal RAID Utility では)下の手段で監視できます。 


RAID ビュ-ァ 

RAID ログ 

ブザー 

イベントログ 

アラ-卜 

0 

0 

RAID コント ローラの 
機種に依存します 

0 

0 


論理ドライブで使用する物理デバイスが故障すると、物理デバイスの状態は[故障]に変化します。 また 、その物理デ 
バイスを使用する論理ドライブの状態も、その冗長性の状測こより[縮剧、もし〈は、[オフライン]に変化します。 
物理デバイス、論理ドライブの状獻よ、その問題を解決するまでその状態を保持します。 


物理デパイスの状態の変化と RAID ビューアの表示 


RAID ビューアは、物理デバイス、論理ドライブの状態を、ツリービューのアイ〕ン、および、プロパティに表示します。ま 
た、 RAID ビューアは、 RAID システムの観点での状態や、コンピュータの観点での状態をツリービューに表示します。 


iil 下、物理デバイスの状態の変化による、 RAID ビューアの表 

示について説明します。 [図の説明] 

f ^論理ドライブ 

[ ~1物理デパイス 

^1物理デバイス(ホッにペア) 
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物理デパイスが故障していないとき 


論理ドライブで使用しているすべての物理デバイスの状態 
が正常([ステータス]が[オンライン] ) のときは、論理ドライ 
ブの状態はオンライン([ステータス]が[オンライン] ) となりま 
す。この状態を RAID ビューアは下のように表示します。 



#1 #2 #ス #4 

[オンライン][オンライン][オンライン][ホツトスペア] 


7アイル旧 ••為' 


日 を ♦ な mpute. 

RAID システム存1 

RAIDII ：/ 卜□ーラ肯1 


論理ドライブと物理デパイス 
のアイコンは両方とも[正常] 


U 

hu 

hi ) 


i 能里ドライプ# 1 


物巧デバイス#1 
物巧デバイス#2 
物巧デバイス冉3 
物巧デバイス#4 
物巧デバイス#己 
物巧デバイス#日 


I 


la まドライブのブ□"ティ 


01 illl がショ：>1 


を号 
ID 

物巧デバイスを号 
ディスウ7レイ情即 
RAID レバル 
容を 

ストライプサイス 


之! 


I 他 


1 

0 

い, 3 
1(1/1 を目） 

論理ドライプのプロパティの 
[ステータス]は[オンライン] 

か 



純巧 KM, 用 Uff け 



JSl 


つ 


2 <J 


つ 


図24 RAID ビューアの表示(物理デバイス正常） 
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物理デパイスが故障し、論理ドライブの冗長性が低下、もし〈は、冗長性を失ったとき 


論理ドライブで使用している物理デバイスが1台 lit 上故 
障して([ステータス]が[故障] ) 論理ドライブの冗長性が 
イ氏下 ( RAID レペル6の場合、1台故障)、もし〈は、冗長 
性を失った ( RAID レペル1と RAID レペル5の場合は1 
台までの故障、 RAID レペル6の場合は2台までの故障）、 
論理ドライブの状態は縮退([ステータス]が[縮剧 ） となり 
ます。この状態を RAID ビューアはじ I 下のように表示します。 



#1 #2 が #4 

[オンライン][オンライン] [故障] [ホットスペア] 


\ ホ R 

I お 申 

♦•••••心 I 牛 

♦ I … 


つでん I 解まドラパのアイ〕ンが 

っァィ J み ..Jw [警告]に変更 

日 Compute . ^ 

RAID システム存1 

>[^のコ：/卜[]ーラ肯1 
j 論巧ドライプ#1 
> 物巧デバイス宵1 
> 物巧デバイス冉2 
1 物巧デバイス#3 
> 物巧デバイスち4 
物巧デバイス冉己 


ライブのブ□"ティ 




[1;!!^..... 1 寸ブショ:> 1 


故障した物理デバイスの 
アイコンが[異常]に変更 


巧まデ"イスのブ□"ティ 


王-お 




I {直 


を号 
ID 

顿巧デ; H ■スを号 
ディスウ7レイ I ち卽 
RAID レバ;ル 
容さ 

ストライブサイぶ 


1 

0 

1. 2, 3 

論理ドライブの冗長性を失つ 
たため、プロパティの[ステータ 
ス]が[縮退]に変更 


とた ■ Vm : J て ■— 1"^ if 巧 /丄 <た 、 

Th rn i 

y 日 h 

ステ-タス 

棉退 1 



A 


♦♦♦ 


I 他 


唾 号 3 

ID 2 

エシウ□ージ t 1 

ス □ット 3 

インを 71 一又 SAS 

故障した物理デバイスのプロパティの 
シリアル まち [ステータス]は[故障]に変更 


ステークス 


図 25 RAID ビューアの表示(論理ドライブ冗長性喪失） 


論理ドライブの状態は、 RAID レペルと故障した物理デバイスの台数により決まります。 

I け I RAID レベルが RAID 10わよび RAID 50で故障した物理デバイスが2台のときは、どの物理 
デバイスが故障したかにより、縮退かオフラインのどちらかの状態となります。 


RAID レペル 


故障した物理デパイスの台数 



0 台 

1台 

2台 

3台私上 

RAIDO 

オンライン 

オフライン 

オフライン 

オフライン 

RAID 1 

オンライン 

縮退 

オフライン 

- 

RAID 5 

オンライン 

縮退 

オフライン 

オフライン 

RAID 6 

オンライン 

縮退 

縮退 

オフライン 

RAID 10 

オンライン 

縮退 

縮退/オフライン 

オフライン 

RAID 50 

オンライン 

縮退 

縮退/オフライン 

オフライン 
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故障した物理デパイスを交換し、 RAID システムを復旧したとき 


論理ドライブの冗長性を失ったまま RAID システムを使い 
続けると、物理デバイスがさらに故障したとき論理ドライブ 
のデータを失う可能性があります。冗長性がイ氏下した論理 
ドライブが存在するときは、ホットスペアや、故障した物理デ 
バイスの交換により論理ドライブを復旧します。 

ホットスペアや、故障した物理デバイスの交換でリビルドが 
動作すると、物理デバイスの状獻かビルド中([ステータス] 
が[リビルド中])に変化します。 

この状態を RAID ビューアはじ I 下のように表示します。 


RAID システムの状態 


も 


#1[縮剧 
RAID レベル5 


ろ 


#1 #2 #3 #4 

[オンライン][オンライン] [故障] [リ ビルド 中] 


■ JI " 叫な… リビル协完了するまでは、論理ド 
7ァィル 旧, ••佛 ライブのアイコンは[警告]、プロ パテ* Hi 
R i ^ i ^^ Compute イの f ス T —タス]も[縮退]のまま 

を垃 RAID システム 冉1 -- 

jRAIDH ：/ 卜□ーラ冉 1 
論巧ドライプ# 1 
物巧デバイス 冉1 
物巧デバイス 冉 2 
.物巧デバイス ぜ3 • 

物巧デバイス# 4 • 

物巧デバイス 冉己 
物巧デバイス #6 


之! 


I m 


、涵 

i . ゎ 

♦♦•••••滑 


リビルドを開始したホットス 
ペアのアイコンは[オンライ 
ン]に変更 




巧ち 

ID i 

顿巧デ パイスを^ > 
ディスウ 7]^ 峡情卽 
RAID レ呵レ 
容畳 

ストライブサイぶ 


1 

0 

L も 3 
1山1 ま目） 
RAID 日 
66 GB 
64KB 


ステータス 


棉退 


巧まデ"イスのブ□"ティ 


之! 


を股 




I 他 


.a _ 11。 

をち リビルド開始後の故障した物理デバイス 

の は、 RAID コントローラの種類や発生した 

产□-川 障害の種類により、 [ステ-タス] が [レ デ 
バィ]になったり、物理デバイスの存在を認 
這元,/製品连識できな〈なったり、あるし、 は、 [ス了 ータス] 
77 -ム Oj アバ， が[故障]のままになったり、いろいろな結 
シリアルを号 果が考えられます。 


ステータス 


レディ 


わまデバイスのブ□バティ 


之] 


巧目 

まち 


I 他 


4 

3 
1 

4 

SAS 


ID 

じ■ゥ□-別 
ス□ツト 
ィ y 々7 エース 

製适元/! が.. .- 一っ Ar - •- し一1,1 -.巧.3斗日日 SS 

7广ムゥ巧ホツトスヘアの[スァ-タス]は 
シリァルまち [リビルド中]に変更 

T 


ステークス 


リピルド中 


S.M.A.R.T. 


止巧 


図26 RAID ピューアの表示(物理デバイスのリビルド） 


リビルドにより論理ドライブが復旧すると、論理ドライブの状態はオンラインになります。 RAID ビューアの表示は、「 
物理デバイスが故障していないとき」と同じ内容に戻ります。 
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物理デパイスが故障し、論理ドライブが停止したとき 


論理ドライブの冗長性を失ったまま RAID システムを使い 
続け、物理デバイスがさらに故障すると論理ドライブは停 
止します （ RAID レペル1と RAID レペル5の場合は2台 
レ: I 上の故障、 RAID レペル6の場合は3台]上の故障）。 
論理ドライブが停止すると、論理ドライブの状態はオフライ 
ン([ステータス]が[オフライン] ) となります。オフラインとなっ 
た論理ドライブのデータは失われてしましけす。故障した物 
理デバイスをすべて交換し、 RAID システムを構築しなわし 
ます。 

この状態を RAID ビューアは下のように表示します。 


RAID システムの状態 


#1 

[オンライン] 



#1 [オフライン] 
RAID レペル5 


B 

#3 

[故障] 


論理ドライブのアイコンが 


7 ァイル旧 み ' r 巧 — 

— 〜心 •’ ^ [異常]し変更 

日 ^ Compute . 

& RAID システム#1 

: |の\のコ：/卜[]ーラ肯1 

i 能里ドライプ別 
物巧デバイス#1 
物巧デバイス#2 
物巧デバイス冉3 
物巧デバイス#4 
物巧デバイス#己 

故障した物理デバイ' 

> ♦♦ス のアイコンはどちらも 
[異常]に変更 


访まデバイスのブ□バテ 


行まデバイスのブ□バすィ 



la まドライブのブ□"ティ 


r 


之! 


笔轉. ..... I がショシ I 


他 


を号 
ID 

物巧デバイスを号 
ディスウ7レイ情即 
RAID レバ;ル 
容を 

ストライプサイス 


論理ドライブが停止したため、 
プロパティの[ステータス]が[才 
フライン]に変更 


■■エー k ; け目た/ホう 

下 hirrii 

y 日 h 

ステ-タス 

寸方む ] 




- 

> 巧目 1 

他 1 

を号 

2 

ID 

1 

エ： V ゥ□一如 

1 

ス □ツト 

2 

イソのエース 

SAS 

故障した物理デバイスは、両方ともプロ 54 SS 
; こ 了 パティの[ステータス]が[故障]に変更 

南且 

1 ステークス 

巧障 1 

i . M . A . K . 1 . 

止巧 


図 27 RAID ビューアの表示(論理ドライブの停止） 
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パッテリの状態を監視する 

RAID コン阳ーラが検出するバッテリの状態は、 Universal RAID Utility では]下の手段で監視できます。 


RAID ビュ-ァ 

RAID ログ 

ブザー 

イベントログ 

アラ-卜 

0 

0 

RAID コント ローラの 
機種に依存します 

0 

0 


Universal RAID Utility は、 RAID コントローラに搭載しているバッテリのイベントを監視します。検出したバッテリのイペン 
卜は、 RAID ログに記録します。また、バッデ J の問題を示すイベントの場合、バッデ J 状態を RAID 〕ントローラの状態と 
して反映します (RAID 〕ントローラの状態を[警告]に変化)。バッデ J の状態は、その問題を解決するまで RAID コント 
口ーラの状態として保持します。 


パッテリに問題がないとき 


バッデ J の状態が正常のとき、 RAID ビューアは]下のように表示します。 




フ 了み 


巧を 


、 RAID コント□—ラのアイコン 
は[正常] 


I け山） 


R 円 ID] シト□ーラのブ□パティ 


2SI 


♦♦♦み 



D システム 存1 


RAIDII ：/ 卜□ーラ冉 ！♦♦ 


論巧ドライプ冉 1 


■%物巧デバイス冉 1 
ム R 物巧デバイスが 
ムの物巧デバイス# 3 
物巧デバイス# 4 
J *- 物巧デバイス# 己 
物巧デバイス# & 



[ i 晴111オプション I 


巧 目 

1 値 1 

當号 

1 

ID 

D ATr \ つ、,し n —;爪づ n パ ニ V の 

妈适元 

KA 1 U 」ンフ W ノし!ハアイ W 

ri イ ■*. ■■■つ— | 1 つ 1 1 A r - T " 1 

越品を 

[バッ T リス T — タス]は[正常] 

つっ一 J - •、•一 

:い J 1の 

バツテリステークス 

跳 ) 


図28 RAID ビューアの表示(バッテリ正常) 


パツテリに問題があるとき 

バッデ J に問題があるとき、バッデ J の状態は警告([バッデ J ステ-タス]が[警告] ) となります。 




a 


^ RAID コント□—ラのアイコン 
は[警告]に変更 


曰输 

•♦を 


し UI 


]- aUJUD ^ 

♦• 可 窗 RA 1 
! ..称 制 


ステム# 1 


ID コシト□ーラ #1, 
論巧ドライプ存 1 
物巧デバイス#1{の 
%物理デバイス 括拙 
ムの物 5 里デパイス#3〔2] 
^物理デバイス#4[3] 
物巧デバイスお日け] 
L 物巧デバイスお日[己] 


R 円 ID] シト□ーラのブ□パティ 


2SI 


L 辈起 ..... 1オプション I 


1 


巧 目 

1 値 1 

をち nATrx J 、 Lrn -A — rnif - A 

ID 

fSJ\XU 」ノ 广し!— フ V ノノ U / 、了 i W 

妈适元 

[バッ了リス了ータス]は[警告]し 

越品を 

変更 

つで—バー：. j コ、, 1 m 

バツテリステークス 

普告 1 


図29 RAID ビュ-アの表示(パッテリの問題） 


81 































































エンクロージャの状態を監視する 

RAID コントローラが検出するエンクロージヤの状態は 、 Universal RAID Utility では]下の手段で監視できます。 


RAID ビュ-ァ 

RAID ログ 

ブザー 

イベントログ 

アラ-卜 

X 

0 

RAID コント ローラの 
機種に依存します 

0 

0 


Universal RAID Utility は、 RAID 〕ントローラが検出したエンクロージャのイベントを監視します。検出したエンクロージ 
ャのイペントは 、 RAID ログに記録します。また、重要なイペントは、 Windows のイペントログへログを記録したり、 
ESMPRO / ServerManager ヘアラートを送信したりします。 


RAID ログに記録するイベント、 Windows のイベントログへ記録するログ、 ESMPRO / ServerManager へ送信するアラー 
卜については、 「付録 B : ログ/イベントー覧」を参照して〈ださい。 


RAID システムのさまざまなイペントを監視する 

RAID 〕ントローラが検出するその他のイペントは 、 Universal RAID Utility ではレ: I 下の手段で監視できます。 


RAID ビュ-ァ 

RAID ログ 

ブザー 

イベントログ 

アラ-卜 

X 

0 

RAID コント ローラの 
機種に依存します 

0 

0 


Universal RAID Utility は、これまでに説明した物理デバイスの故障、バッテリのイベント、エンクロージャのイベントに1外 
にも、 RAID システムの様々なイベントを監視します。検出した RAID システムのイベントは、 RAID ログに記録します。ま 
た、重要なイペントは、 Windows のイペントログへログを記録したり、 ESMPRO / ServerManager ヘアラートを送信した 
りします。 

なわ、このカテゴリで監視するイベントは、 RAID ビューアのツリービューやプロパティの[ステータス]には状態を反映しませ 
ん。 

RAID ログに記録するイベント、 Windows のイベントログへ記録するログ、 ESMPRO / ServerManager へ送信するアラー 
卜については、 「付録 B : ログ/イベントー覧」を参照して〈ださい。 


物理デバイスをチ防交換する 

^-^- —————— - 

物理デバイスが S . M . A . R . T .( Self - Monitoring , Analysis and Reporting Technology ) をサポートし、かつ、 RAID 〕ン 
トローラがその S . M . A . R . T . エラーを検出できる場合 、 Universal RAID Utility は、その S . M . A . R . T . エラーを]下の手段 
で監視できます。 


RAID ビユ-ア 

RAID ログ 

ブザー 

イベントログ 

アラ-卜 

0 

0 

RAID コント ローラの 
機種に依存します 

0 

0 


Universal RAID Utility は、物理デバイスの S . M . A . R . T . エラーを 監視します。 S . M . A . R . T . エラーを 検出したときは、その 
イベントを RAID ログに記録します。また、物理デバイスの S . MAR . T . の状態を物理デバイスの状態として反映します 
(物理デバイスの状態を[警告]に変化)。物理デバイスの状態は、 S . M . A . R . T . エラーを 解決するまで物理デバイスの 
状態として保持します。 
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S.M.A.R.T •エラーを検出していないとき 


S . MAR . T . エラーを検出していないとき、 RAID ビューアは)下のように表示します。 


iversa I RAID Utility - RA 邮ユーア 


7アイル旧 


S-MiAiRiTi エラーを検出していない 


を股 


曰 申 ダみ! が里デバイスのアイコンは[正常] 

E\-^0 kriiu ソ A 了。サ丄 

…圈 RAID ] シト□ーラ存1 
II i 能里ドライプ#1 
物巧デバイス存1 
■ hr 物巧デバイス#2 
■ L ® 物巧デバイス#3 
物理デバイス挥4 
!.. h 物巧デバイス昔日 

巧デバイス#日 確 


じ 


访まデバイスのブ□"ティ 


立 ! 


巧目 1 

他 1 

を号 

日 

ID 

己 

エシウ□ージ t 

1 

ス□ット 


イ—ス 

SAS 

鸦忠 SiMiAiRiTi エラーを検出していなければ、物理デ 
っ下ー バイスのプロパティの [ SiMiAiRiTi ] は[正常] 

ソリア J レ世了子 jrvLju コとコド 

而旦 3 3 CD 

1 ストクス 

むラむ 1 

b.M.A.K. 1 - 

止巧 


図30 RAID ピューアの表示 (SiMiAiRiTi エラー正常） 


S.M.A.R.T •エラーを検出したとき 


S . M . A . R . T . エラーを検出したとき、物理デバイスの状態は警告 ([ S . M . A . R . T . エラー 1 が[検出] ) となります。 


iversal RAID 山 


7アイル 旧 


み MiAiRiTi エラーを検出した物理デ 


を股 


曰罕 ♦かザバ イスのアイコンは[警告]に変更 

卜 、-.丄… A 了 。 rJ 

…固 RAIDID 卜□ーラが 
…凹！ i 能里ドライプゴ 1 
-物巧デバイス肯1 
•%物巧デバイス#2 
ムの物巧デバイス#3 
物巧デバイス冉4 
h 物巧デバイス宵己 
fcr 物巧デバイス存6 • 


じ 


访まデバイスのブ□"ティ 


立 ! 


I 他 


を号 


ID 


ェシウ□ージ t 


ス□ット 


イシを7エース 


日 

己 

1 

6 

SAS 

SEAGATE ST 973402 SS 


鸦造元/製おぶ 

7 ァ-ムゥ巧 SiMiAiRiT ■エラーを検出した物理デバイスのプ□パ 
シリアル まちテイの [SiMiAiRiTi ] は[検出]に変更 


ステークス 


寸:Vラむ 


巧出 


図31 RAID ビューアの表示 (SiMiAiRiTi エラー検出） 
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Universal RAID U む lity の設定変更 


Universal RAID Utility の設定変更について説明します。 


RAID ビユーア起動時の動作モードを変更する 

RAID ビューアは、起動したときはスタンダー巧ードで動作します。これを、必ずアドバンストモードで起動するように 
設定を変更できます。 


手順1[ツール]ューで、[オプション]をクリックします。 


手順2 [オプション]ダイアログボックスの[全 
般]タブで[つねにアドバンストモードで起動 
する]チェックボックスをオンにし、 [0 K ] もしくは、 
[適用]をクリックします。 



■; [つねにアドバンストモードで起動する]の設定は、次回 RAID ビユーアの起動時から有効になりま 

を I す。 

Universal RAID Utility が使用する TCP ポートを変更 

する 

Universal RAID Utility が使用する TCP ポートが他アブ J ケーシヨンなどで使用する TCP ポートと競合する場合、 
Universal RAID Utility の使用する TCP ポートを変更できます。 


手順1管理者権限を持つユーザでログオンします。 

1 —0 TCP ポートの変更は管理者権限を持つユーザで行います。管理者権限を持つユーザでなけ 
じ〇 れば、 TCP ポートは変更できません。 

手順2 RAID ビューア、ログビューアを開いているときは終了します。 raidcmd を実行しているときは停止します。 
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手順 3 raidsrv サービスを停止します。ロタート]ボタン、[コントロールパネル]の順にクリックし、憎理ツール]、 
[サービス]の順にダブルクリックします。サービスを表示したら、 [ raidsrv ] サービスをクリックし、隅们；^ ニ ユーで 
[停止]をクリックします。 


手順4 はじめに raidsrv サービスの設定ファイルを編集します。 
raidsrv サービスの設定ファイルは、（インストールフオル 
ダ) ¥ server ¥ raidsrv.conf です（インストールフオルダの既定値 
は、〇/〇システムドライブ％ ¥Program FilesVUniversal RAID 
Utility です)。テキスにディタなどで設定ファイルを開き、 
[ socket ] セクションの data port と event port の番号を 
Universal RAID Utility が使用できる TCP ポートに修正します。 
修正したら、 raidsrv.conf の内容を保存します。 



7アイルの漏集狙ま巧脚表示(ぶ AJ レプ化) 


邮 Rev: 311 $ 
tt Fi leVersion=l.00 

[global] 
max cl ierTts=16 

r wcks 十 ~[ 

十二 社迎^ I 

event port = 日 2806 | 


手順 5 次に RAID ビューアの設定ファイルを編集します。 RAID 
ビューアの設定ファイルは、（インストールフオル 
ダ) ¥ gui ¥ raidview.conf です。テキスにディタなどで設定ファイ 
ルを開き、 Network ] セクションの port と portjisten の番 
号を Universal RAID Utility が使用できる TCP ポートに修正し 
ます。 raidsrv サービスの data port の番号と port の番号に同 
じ値を指定します。 raidsrv サービスの event port の番号と 
portjisten の番号に同じ値を指定します。修正したら、 
raidview.conf の内容を保存します。 


手順6最後に raidcmd の設定ファイルを編集します。 
raidcmd コマンドの設定ファイルは、（インストールフオル 
ダ) ¥ cli ¥ raidcmd.conf です。テキスにディタなどで設定ファイ 
ルを開き、 [ network ] セクションの port の番号を Universal 
RAID Utility が使用できる TCP ポートに修正します。 raidsrv 
サービスの data port の番号と port の番号に同じ値を指定し 
ます。 raidcmd は TCP ポートを1つしか使用しません。修正したら、 raidcmd.conf の内容を保存します。 


手順7 3つの設定ファイルを修正したら、 raidsrv サービスを開始します。[スタート]ボタン、[コントロールパネ 
ル]の順にクリックし、憎理ツール]、[サービス]の順にダブルクリックします。サービスを表示したら、 [ raidsrv ] サ 
-ビスをクリックし、[操们メニュ-で[開始]をクリックします。 

手順8 raidsrv サービスが開始したら TCP ポートの変更作業は完了です。 


7ァイルの漏集狙ま巧脚表示(ぶ AJ レプ化） 


に network] 
?7.n.n.i 


52805 


port r ist en-o^Wbi 


socKet_inte rvai =TD00 
rspeciai1 


7 ァイルの漏集狙ま巧脚表示(ぶ AJ レプ化） 


Cnetwork] 
io=i?7.n.n.- 


PorL=B28Q5 


Off ご、 


cm ] 
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を意事項 


Universal RAID Utility を使用する上で注意すべき点について説明します。 

動作環境 


IPv 6 の利用について 


Universal RAID Utility は、 IPv 6 (Internet Protocol version 6) 環境では動作しません。 IPv 4 環境で使用してく 
ださい。 IPv 6 環境で RAID システムを管理するには、 RAID コントローラの BIOS ユーティリティを使用します。 

リモートからの操作について 


Universal RAID Utility は、プログラムをインストールしているコンピユータ上でのみ、 RAID システムの情報参照や操 
作を行えます。リモート環境で Universal RAID Utility を使用するには、 Windows のリモートデスクトップ機能や、 
市販のリモーロンソール機能を持つアプリケーシヨンを使用します。 

RAID ビューア、ログピューア 


RAID ビューア、ログむーア起動時のデジタル署名の確認について 


RAID ビューアとログむーアはデジタル署名を署名してしけす 。 .NET Framework を使用するデジタル署名を持つ 
アプリケーシヨンを起動すると 、. NET Framework はデジタル署名が失効していなしかネットワークへ確認を行います。 
そのため、ネットワークに接続していなしロンピュータや、ネットワーク接続状況の悪い〕ンピュータの場合、 RAID ビュ 
-ア、ログむーアの起動まで数分待たされる可能性があります。 

待たされる時間はオペレーティングシステムやネットワーク接続状況により異なります。 

参考情報 

http :// support . microsoft . conn / kb /936707 /ia 
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付録 A : 




Universal RAID Utility が使用する用語の一覧です。 


RAID システムに関する基本用語 



1用言吾 

説明 1 

RAID システ厶 

コンピュータのノ、ードディスクドライブをディスクアレイとして使用する能力を持つシステ 
厶です。 

1個の RAID コントローラを1つのシステ厶として取り扱います。 

RAID コントローラ 

ハードディスクドライブをディスクアレイとして使用できるコントローラです。 

物理デバイス 

RAID システムで使用するデバイスです。 RAID システムでは、ノ、ードディスクドライブ 
を指すことがほとんどです。ハードディスクドライブが外のデパイスを接続できる RAID 
〕ントローラの場合は、ノ、ードディスクドライブレ:1外の場合もあります。 

ディスクアレイ 

複数の物理デパイスにより作成した仮想ノ、ードディスク空間です。ディスクアレイは 
オペレーティングシステ厶では認 i 哉できません。オペレーティングシステムでハードディ 
スクドライブとして認請!するには、ディスクアレイ上に論理ドライブを作成します。 

論理ドライブ 

ディスクアレイ上に作成した 0 S が認識できる仮想ノ、ードディスクドライブです。論理 
ドライブごとに RAID レペルを設定します。 

ホットスペア 

障害が発生した物理デバイスを置き換えるためにあらかじめ用意してわ〈ノ、ードディ 
スクドライブです。 

共用ホットスペア 

同一 RAID コントローラのすべてのディスクアレイのホットスペアとして使用できるホット 
スペアです。 

専用ホットスペア 

同一 RAID コントローラの特定のディスクアレイのホットスペアとして使用できるホット 
スペアです。 

バッテリ 

RAID コントローラへの通電が切れたとき、 RAID コントローラのキか：/シュメモリ上の 
情報を維持するためのパッテリです。 

キャッシュメモリ 

RAID 〕ントローラの I / O 性能を向上させるためのキャッシュです。 

エンクロージ^ 

物理デバイスを実装するスロットを備えるモジュールを指します。 

フアンユニット 

エンクローン V に搭載する;令却用ファンユニットを指します。 

電源ュニット 

エンクロージ W こ電源を供給する電源ユニットを指します。 

電源 t ンサ 

エンクロージャの電源ユニットを監視する t ンサを指します。 

温度 t ンサ 

エンクロージャの温度を監視する温度センサを指します。 

エンクロージ^管理モジュール 

エンクロージャを管理するモジュールを指します。 
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RAID システムの機能に関する基本用 


用語 説明 


オペレーション 

リビルド、整合性チ I ックなど、処理の実行に時間を要するメンテナンス機能の総称 
として使用します。 

コンフィグレーション 

RAID システムの構成を指します。 

初期化 

論理ドライブの全領域に0を書き込み、内容を消去します。 

リビルド 

故障したノ、ードディスクドライブのデータを、交換したノ、ードディスクドライブに書き込 
み論理ドライブを再構築することです。 

整合性チェック 

論理ドライブを構成するノ、ードディスクドライブ上の全セクタを読み込み、データのぺ 
リファイ、もし〈はパリティチェックを行います。 

パト□—ルリ-ド 

RAID システムのハードディスクドライブ上の全 t クタを読み込み、エラーが発生しな 
いか確認する機能です。 

キャッシュモード 

RAID 〕ントローラのキが/シュメモリの書込み方式です。 

弓童审リオンライン 

物理デバイスを手動でオンライン状態にすることを指します。 

強制オフライン 

物理デバイスを手動でオフライン状態にすることを指します。 

ブザー 

RAID コントローラに搭載するブザーを指します。障害が発生したときなど、音で通 
知します。 


Universal RAID UtHity に関する基本用 


用語 説明 


スタンタードモード 

Universal RAID Utility の既定動作のモードです。 

RAID システムを管理するための標準的な機能を使用できます。 

アドパンストモード 

Universal RAID Utility のメンテナンス/高機能モードです。 

このモードを使用するには、 RAID について豊富な知識が必要となります。主にメン 
テナンス作業に必要な機能や、 RAID システムを細か〈設定して構築する機能、各 
種パラメータの変更機能を使用できます。 

イージーコンフィグレーション 

Universal RAID Utility が提供する簡単に RAID システムを構築する機能の呼称 
です。 

RAID 〕ントローラごとに、論理ドライブで使用する物理デバイスの台数、論理ドライ 
ブの個数を指定するだけで、最適な RAID システムを自動的に構築します。 

RAID ログ 

Universal RAID Utility のログのことを指します。 

0 S □ヴ 

0 S の提供するログのことを指します。 

ァラ-卜 

RAID システムで発生した障害などの事象を外部へ通知することを指します。 

再スキ^ン 

管理している RAID システムの情報をすべて取得し、 Universal RAID U 川 ity の管 
理情報を最新の状態に更新することを指します。 


















付録 B : ログ/イベントー 


Universal RAID Utility が RAID ログ、 Windows のイベントログ、 ESMPRO / ServerManager へ送信するアラートの一覧です。 

Windows のイベントログのイベントソース名 ： raidsrv 
アラートタイプ ： URAIDUTL 


一覧の説明 

ログ登録 

R : RAID ログへ登録するイベントです。 

0 :オペレーティングシステムのログへ登録するイベントです。 

アラ-卜通報 

M : ESMPRO / ServerManager へ通報するイベントです。 

A : エクスプレス通報サービスで通報するイベントです。 

イベントの「説明]中のアドレス表記 . 

RAID 〕ントローラ、バッテリのイベント 物理デバイスのイベント 

[ CTRL :%1] [ CTRL :%1 PD :%2(%3) %4 %5] 

%1: RAID 〕ントローラの番号 %1: RAID 〕ントローラの番号 

%2 :物理デバイスの番号 

%3 :物理デバイスのの 

%4 :物理デバイスの製造元/製品名 

%5 :物理デバイスのファームウ I アバージョン 


論理ドライブのイベント 
[ CTRL : % 1 LD :%2] 
o / ol : RAID コント ローラの 番号 
%2 :論理ドライブの番号 


エンクロージャのイベント 
[ CTRL :%1 ENC :%2] 
o / ol : RAID コントローラの番号 
%2 :エンクロージヤの番号 


エンクロージが D 電源、ユニットのイベント 
[ CTRL :%1 ENC :%2 POW :%3] 
o / ol : RAID コントローラの番号 
%2 :エンクロージャの番号 
%3 :電源ユニットの番号 


エンクロージがりフアンユニットのイベント 

[ CTRL :%1 ENC :%2 FUN :%3] 
o / ol : RAID コントローラの番号 
%2 :エンクロージャの番号 
%3 :フアンユニットの番号 
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イベント ID 
( 16 進数） 

種類 

説明 

ログ 

登録 

アラート 
通報 

0201 

け0000 0 C 9) 

情報 

[ CTRL :%1] RAID 〕ントローラのブザーが有効にな 
りました。 

R 


0202 

(400000 CA ) 

情報 

[ CTRL :%1] RAID 〕ントローラのブザーが無効にな 
りました。 

R 


0203 

け00000 CB ) 

情報 

[ CTRL :%1] RAID ] ントローラのリビルド優先度が 
変更されました。（値：%2) 

R 


0204 

(400000 CC ) 

情報 

[ CTRL :%1] RAID 〕ントローラの整合性チェック優 
先度が変更されました。（値：％2) 

R 


0205 

(400000 CD ) 

情報 

[ CTRL :%1] RAID ] ントローラの初期化優先度が 
変更されました。（値：%2) 

R 


0206 

け00000 CE ) 

情報 

[ CTRL :%1] 自動パトロ-ルリ-ド機能が有効に 
なりました。 

R 


0207 

け00000 CF ) 

情報 

[ CTRL :%1] 自動パトロ-ルリ-ド機能が無効に 
なりました。 

R 


0208 

(400000 D 0) 

情報 

[ CTRL :%1] RAID コントローラのパトロールリード 
優先度が変更されました。（値：％2) 

R 


0209 

情報 

[ CTRL :%1] パトロ-ルリ-ドが開始されました。 

R 


(40000001) 

0210 

情報 

[ CTRL :%11 パトロールリードが完了しました。 

R 


(400000 D 2) 

0211 

(800000 D 3) 

警告 

[ CTRL :%1] RAID コントローラで 警告 エラーが発 
生しました。エラーコード： 〇/〇2 

RO 

M 

0212 

( C 00000 D 4) 

異常 

[ CTRL :%1] RAID コントローラで致命的なエラーが 
発生しました。エラーコード： 〇/〇2 

RO 

MA 

0301 

(4000012 D ) 

情報 

[ CTRL :%1 PD :%2(%3) %4 %5]物理デバイ 
スのステータスはオンラインです。 

RO 

M 

0302 

(4000012 E ) 

情報 

[ CTRL :%1 PD :%2(%3) %4 %5]物理デバイ 
スのステータスはレディです。 

RO 

M 

0303 

(4000012 F ) 

情報 

[ CTRL :%1 PD :%2(%3) %4 %5]物理デバイ 
スのステータスはホットスペアです。 

RO 

M 

0304 

( C 0000130) 

異常 

[ CTRL :%1 PD :%2(%3) %4 %5]物理デバイ 
スのステータスは故障です。 

RO 

MA 

0305 

(80000131) 

警告 

[ CTRL :%1 PD :%2(%3) %4 %5] S.M AR . T . エ 
ラーを検出しました。 

RO 

MA 

0306 

(4000132) 

情報 

[ CTRL :%1 PD :%2(%3) %4 %5]リビルドが開 
始されました。 

RO 

MA 
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概要 対処方法 備考 


%2 :変更後の値 
%2 :変更後の値 
%2 :変更後の値 


%2 :変更後の値 


RAID コントローラ警告 

RAID コントローラに問題がないか確認して〈ださ 
い。もし、何らかの問題が繰り返し発生するなら 
ば、 RAID コントローラを交換して〈ださい。 

%2 :詳細情報 

RAID コントローラ致命 
的ェラ- 

RAID 〕ントローラを交換して〈ださい。 

%2 :詳細情報 

物理デバイスオンライン 

なし 


物理デパイスレディ 

なし 


物理デバイスホットスぺ 
ア 

物理デバイス故障 

なし 


物理デバイスを交換して〈ださい。 


S . M . A . R . T . エラー 

物理デバイスを交換して〈ださい。 


リビル ド開始 

なし 





イベント ID 
( 16 進数） 

種類 

説明 

□グ 

登録 

0307 

(40000133) 

情報 

[ CTRL :%1 PD :%2(%3) %4 %5]リビルドが完 
了しました。 

RO 

0308 

( C 0000134) 

異常 

[ CTRL :%1 PD :%2(%3) %4 %5]リビルドが失 
敗しました。 

RO 

0309 

(40000135) 

情報 

[ CTRL :%1 PD :%2(%3) %4 %5]リビルドが停 
止されました。 

RO 

0311 

(40000137) 

情報 

[ CTRL :%1 PD :%2(%3) %4 %5]新しい物理 
デバイスが接続されました。 

RO 

0312 

(40000138) 

情報 

[ CTRL :%1 PD :%2(%3) %4 %5]物理デバイ 
スが取り外されました。 

RO 

0313 

(40000139) 

情報 

[ CTRL :%1 PD :%2(%3) %4 %5]共用ホットス 
ペアが作成されました。 

R 

0314 

け000013 A ) 

情報 

[ CTRL :%1 PD :%2(%3) %4 %5]専用ホットス 
ペアが作成されました。 

R 

0315 

(40000138) 

情報 

[ CTRL :%1 PD :%2(%3) %4 %5]共用ホットス 
ペアが解除されました。 

R 

0316 

(4000013 C ) 

情報 

[ CTRL :%1 PD :%2(%3) %4 %5]専用ホットス 
ペアが解除されました。 

R 

0317 

(8000013 D ) 

警告 

[ CTRL : %1 PD :%2(%3) %4 %5]物理デバイ 
スで警告エラーが発生しました。エラーコード：〇/〇6 

RO 

0318 

( C 000013 E ) 

異常 

[ CTRL : %1 PD :%2(%3) %4 %5]物理デバイ 
スで致命的なエラーが発生しました。エラーコー 
ド： 〇/〇6 

RO 

0319 

(4000013 F ) 

情報 

[ CTRL :%1 PD :%2(%3) %4 %5]物理デバイ 
スで修復済メディアエラーが発生しました。 

RO 

0320 

( C 0000140) 

異常 

[ CTRL :%1 PD :%2(%3) %4 %5]物理デバイ 
スで修復できなしけディアエラーが発生しました。 

RO 

0401 

(40000191) 

情報 

[ CTRL :%1 LD :%2] 論理ドライブのステータスは 
オンラインです。 

RO 

0402 

(80000192) 

警告 

[ CTRL :%1 LD :%2] 論理ドライブのステータスは 
縮退です。 

RO 

0403 

( C 0000193) 

異常 

[ CTRL :%1 LD :%2] 論理ドライブのステータスは 
オフラインです。 

RO 


アラート 
通報 

概要 

対処方法 

MA 

リビルド完了 

なし 

MA 

リビルド失敗 

物理デバイスを交換して〈ださい。 

MA 

リビルド停止 

なし 

M 

物理デバイス追加 

なし 

M 

物理デバイス削除 

なし 


備考 


M 物理デバイス警告 物理デバイスに問題がないか確認して〈ださい。何 ％6:詳細情報 

らかの問題が繰り返し発生するならば、物理デパイ 
スを交換して〈ださい。 

MA 物理デバイス致命的ェ物理デバイスを交換して〈ださい。 ％6 :詳細情報 


MA 物理デバイスメディア王なし 

ラー(修復済） 

MA 物理デバイスメディア王物理デバイスを交換して〈ださい。 

ラー(修復無） 

M 論理ドライブオンライン なし 


MA 論理ドライブ縮退 ホットスペアを用意していれば自動的にリビルドを実 

行します。ホットスペアを用意していなければ、故障 
した物理デバイスを交換して〈ださい。交換後、リビ 
ルドして〈ださい。 

MA 論理ドライブオフライン 故障した物理デバイスを交換して〈ださい。交換 

後、論理ドライブを作成しなわし、パックアップからデ 
ータを復旧して〈ださい。 
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イベント ID 
( 16 進数） 

種類 

説明 

□グ 

登録 

0404 

情報 

[ CTRL :%1 LD :%2] 初期化が開始されました。 

R 

(40000194) 

0405 

情報 

[ CTRL :%1 LD :%2] 初期化が完了しました。 

R 

(40000195) 

0406 

異常 

[ CTRL :%1 LD :%21 初期化が失敗しました。 

RO 

( C 0000196) 

0407 

情報 

[ CTRL :%1 LD :%2] 初期化が停止されました。 

R 

(400000197) 

0409 

(40000199) 

情報 

[ CTRL :%1 LD :%2] 整合性チェックが開始されま 
した。 

R 

0410 

(4000019 A ) 

情報 

[ CTRL :%1 LD :%2] 整合性チェックが完了しまし 
た。 

R 

0411 

( C 000019 B ) 

異常 

[ CTRL : o/ol LD :%2] 整合性チェックが失敗しまし 
た。 

RO 

0412 

(4000019 C ) 

情報 

[ CTRL :%1 LD :%2] 整合性チェックが停止されま 
した。 

R 

0413 

( C 000019 D ) 

異常 

[ CTRL :%1 LD :%2] 整合性チェックで論理ドライ 
ブのデータ不整合エラーを検出、修復しました。 

RO 

0415 

(4000019 F ) 

情報 

[ CTRL :%1 LD :%2] 論理ドライブが作成されまし 
た。 

R 

0416 

(400001 A 0) 

情報 

[ CTRL :%1 LD :%2] 論理ドライブが削除されまし 
た。 

R 

0417 

け00001 A 1) 

情報 

[ CTRL :%1 LD :%2] 論理ドライブのキャッシュモー 
ドが変更されました。 （値： %3) 

RO 

0418 

(400001 A 2) 

情報 

[ CTRL : o/ol LD :%2] バックグラウンド初期化が開 
始されました。 

R 

0419 

(400001 A 3) 

情報 

[ CTRL :%1 LD :%2] バックグラウンド初期化が完 
了しました。 

R 

0420 

(800001 A 4) 

警告 

[ CTRL :%1 LD :%2] バックグラウンド初期化が失 
敗しました。 

RO 

0421 

(400001 A 5) 

情報 

[ CTRL :%1 LD :%2] バックグラウンド初期化を停 
止しました。 

R 


アラート 

通報 


MA 


MA 


MA 


M 


MA 


概要 


対処方法 


初期化失敗 初期化を再実行してみて〈ださい。再実行しても失 

敗するようであれば、 RAID システ厶に何らかの障害 
があります。 RAID システムの障害を対処して〈ださ 
い。 


整合性チェック失敗 整合性チェックを再実行してみて〈ださい。巧実行 

しても失敗するようであれば、 RAID システムに何ら 
かの障害があります。 RAID システムの障害を対処 
して〈ださい。 


コンペアエラー修復 物理デバイスを予防交換して〈ださい。交換する物 

理デバイスを特定するには 、 collect ログを採取して 
調査を依頼して〈ださい。物理デバイスを交換した 
ら、バックアップからデータを復旧して〈ださい。 


キャッシュモード変更 なし 


%3 : 


初期化 ( BGI ) 失敗 RAID システ厶に何らかの障害があります。 RAID シ 

ステムの障害を対処して〈ださい。 


備考 


変更後の値*1 
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イベント ID 
( 16 進数） 

種類 

説明 

□グ 

登録 

0422 

( C 00001 A 6) 

異常 

[ CTRL :%1 LD :%2] 論理ドライブで修復不可能 
な エラーが 発生しました。 

RO 


0423 

け 0000 1 A 7) 

情報 

[ CTRL :%1 LD :%2] 論理ドライブで修復済エラ- 
が発生しました。 

RO 

0424 

(800001 A 8) 

警告 

[ CTRL :%1 LD :%2] 論理ドライブで警告エラーが 
発生しました。詳細：％3 

RO 

0425 

( C 00001 A 9) 

異常 

[ CTRL :%1 LD :%2] 論理ドライブで致命的なエラ 
-が発生しました。詳細：％3 

RO 

0501 

情報 

[ CTRL :%1] バッテリが検出されました。 

R 

(400001 F 5) 

0502 

警告 

[ CTRL :%11 バツテリが取り外されました。 

RO 

(800001 F 6) 

0503 

情報 

[ CTRL :%11 バッテリが交換されました。 

R 

(400001 F 7) 

0504 

情報 

[ CTRL :%1] バッテリの温度は正常です。 

R 

(400001 F 8) 

0505 

警告 

[ CTRL :%11 バツテリの温度が高〈なりました。 

RO 

(800001 F 9) 

0506 

警告 

[ CTRL :%1] バッテリの電圧が低〈なりました。 

RO 

(800001 FA ) 

0507 

(800001 FB ) 

敬生 
言口 

[ CTRL :%1] バッテリで致命的なエラーが発生しま 
した。 

RO 

0508 

敬化 
言口 

[ CTRL :%11 バッテリの状態が不安定です。 

RO 

(800001 FC ) 

0601 

(80000259) 

警告 

[ CTRL :%1 ENC :%2] エンクローン>で警告エラー 
が発生しました。 

RO 


アラート 概要 対処方法 

通報 

MA 論理ドライブ修復不可物理デバイスを交換して〈ださい。交換する物理デ 

能エラー パイスを特定するには 、 collect ログを採取して調査 

を依頼して〈ださい。物理デバイスを交換したら、論 
理ドライブを作成しなわし、バックアップからデータを 
復旧して〈ださい。 

MA 論理ドライブ修復済エ物理デバイスを予防交換して〈ださい。交換する物 

ラー 理デバイスを特定するには 、 collect ログを採取して 

調査を依頼して〈ださい。物理デバイスを交換した 
ら、パックアップからデータを復旧して〈ださい。 

M 論理ドライブ警告 RAID コントローラ、物理デバイスに問題がある可 %3 : 

能性があります 。 collect ログを採取して調査を依 
頼して〈ださい。 

MA 論理ドライブ致命的エ RAID コントローラ、物理デバイスに問題がある可 
ラー 能性があります 。 collect ログを採取して調査を依 

頼して〈ださい。 


MA バッテリ取り外し バッテリに問題がないか確認して〈ださい。何らかの 

問題が繰り返し発生するならば、バッテリを交換し 
て〈ださい。 


M 


M 


MA 


バッテリ温度警告 


バッテリ電圧警告 


バッテリ致命的ェラー 


バッテリに問題がないか確認して〈ださい。 何らかの 
問題が繰り返し発生するならば、バッテリを交換し 
て〈ださい。 

バッテリに問題がないか確認して〈ださい。何らかの 
問題が繰り返し発生するならば、バッテリを交換し 
て〈ださい。 

バッテリを交換して〈ださい。 


M エンクロージャ警告 エンクロージャに問題がないか確認、して〈ださい。イ巧 

らかの問題が繰り返し発生するならば、エンクロージ 
ヤの問題を対処して〈ださい。 


備考 


詳細情報 
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イベント ID 
(16 進数） 

種類 

説明 

□グ 

登録 

アラート 
通報 

0602 

( C 000025 A ) 

異常 

[ CTRL :%1 ENC :%2] エンクローン VC 致命的な 
エラーが発生しました。 

RO 

MA 

0603 

(8000025 B ) 

警告 

[ CTRL :%1 ENC :%2] エンクロージがが品度が警 
告レペルになりました。 

RO 

M 

0604 

( C 000025 C ) 

異常 

[ CTRL :%1 ENC :%2] エンクローン V の温度が異 
常レペルになりました。 

RO 

MA 

0605 

(8000025 D ) 

警告 

[ CTRL :%1 ENC :%2 POW :%3] エンクローン V の 
電源、ュニットでエラーが発生しました。 

RO 

MA 

0606 

(8000025 E ) 

警告 

[ CTRL :%1 ENC :%2 FUN :%3] エンクロージが^ 
ファンユニットでエラーが発生しました。 

RO 

MA 

0701 

(400002 BD ) 

情報 

[ CTRL :%1] コンフイグレーシヨンがクリアされまし 
た。 

RO 

M 

0702 

け00002 BE ) 

情報 

ソフトウェア名コンフイグレーシヨン情報（改行） 

RAID システム数分レ:>1下を登録 

[ CTRL :%1] 製造元製品名ファ-ムウェアリビジ 

RO 



ヨン 

[ LD :%2] RAID:RAID レペル PD:；C V ； 之 （LD 個 
数分） STS : が急奪 

[ PD :%3] 製造元/製品名ファ-ムウ: L 了リビジョン 
STS : が,謗 


*1 : RAID 〕 ントローラの種類によつ " C は、本情報はログ内容に含まないことがあります。 
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概要 


巧処方ま 


備考 


エンクロージ^致命的エ 
ラー 

エンクロージ^ 温度警告 

エンクロージ^温度異常 

エンクロージャ電ミ原異常 

エンクロージ^フアン異常 

コンフイグレーシヨンクリア 


エンクロージ W こ問題がないか確認して〈ださい。何 
らかの問題が繰り返し発生するならば、エンクロージ 
ャの問題を対処して〈ださい。 

エンクロージャのフアンに問題がなしか確認して〈ださ 
い。何らかの問題があれば、その問題を対処して〈 
ださい。 

エンクローン V のフアンに問題がなしか確認して〈ださ 
い。何らかの問題があれば、その問題を対処して〈 
ださい。 

エンクロージが^電源、ユニットに問題がないか確認、し 
て〈ださい。何らかの問題があれば、その問題を対 
処して〈ださい。 

エンクロージャのフアンに問題がなしか確認して〈ださ 
い。何らかの問題があれば、その問題を対処して〈 
ださい。 

なし 


%1: RAID コントローラ 
番号 

%2 :論理ドライブ番 

口 

%3 :物理デバイス番 

■口 

斜体部分にそれぞれの 
パラメータを表示しま 
す。 

)(, 乂之 、.論理ドライブ 
を構成する物理デパイ 
スの番号 



